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第
三
章

富
士
宮
ま
つ
り

 『
袖そ
で
日に
っ
記き

』
に
み
る
大
宮
の
ま
ち
の
祭
り

　
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
現
在
、富
士
宮
市
が
誕
生
し
て
八
三
年
を
迎
え
る
。

富
士
宮
市
の
前
身
で
あ
る
大
宮
町
は
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制

施
行
に
よ
り
一
一
町
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
大
宮
町

は
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
（
以
下
、
浅
間
大
社
、
昭
和
五
六
年
〈
一
九
八
一
〉

ま
で
は
浅
間
神
社
）
の
門
前
町
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
、
大
宮
の
ま
ち
の
祭
り

は
浅
間
大
社
の
祭
り
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
大
宮
の
ま
ち
に

は
市
役
所
な
ど
の
官
公
署
が
集
中
し
て
お
り
、
富
士
宮
市
の
政
治
経
済
の
中
心

地
で
も
あ
る
。
大
宮
の
ま
ち
の
祭
り
は
、
市
制
の
記
念
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
を
伴

う
祝
祭
的
な
面
も
多
く
担
っ
て
き
た
。

　
現
在
の
「
富
士
宮
ま
つ
り
」
は
、
浅
間
大
社
の
秋
の
例
祭
に
、
氏う
じ
子こ

町
内
が
山だ

車し

・
屋
台
を
曳ひ

き
回
し
、
そ
こ
で
祭ま
つ
り

囃ば
や

子し

を
奏
す
る
付つ
け

祭ま
つ
り

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

祭
り
は
、
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
経
緯
を
資
料
か
ら
追
っ

て
み
た
い
。

　
表
３−

１
は
、『
袖
日
記
』
に
記
さ
れ
た
祭
礼
で
あ
る
。『
袖
日
記
』
は
、
江
戸

時
代
末
期
の
天て
ん

保ぽ
う
一
四
年
（
一
八
四
三
）
か
ら
文ぶ
ん

久き
ゅ
う

三
年
（
一
八
六
三
）
ま
で
書

か
れ
た
日
記
で
あ
る
。
筆
者
は
、大
宮
町
神
田
（
現
大
宮
町
）
の
屋
号
マ
ス
ヤ
（
升

屋
、
枡
彌
）
の
横
関
家
当
主
で
あ
る
。
マ
ス
ヤ
は
酒
造
を
営
み
、
杜と
う
氏じ

や
下
働
き

の
人
々
、
親
戚
や
縁
者
、
近
隣
の
人
々
、
さ
ら
に
は
代
官
所
や
町
役
人
と
の
交
流

が
多
い
。
日
記
と
い
う
性
格
上
、
日
々
の
天
候
、
近
郷
近
在
の
で
き
ご
と
、
世
間

の
風
聞
な
ど
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
、
当
時
の
大
宮
の
ま
ち
の
様
子
を
知
る
手
が
か

第
一
節
　
　
大
宮
の
ま
ち
と
富
士
宮
ま
つ
り

万
延
元
年

(

一
八
六
〇)

安
政
四
年

(

一
八
五
七)

安
政
二
年

(

一
八
五
五)

嘉か

永え
い

五
年

(

一
八
五
二)

弘
化
三
年

(

一
八
四
六)

天
保
一
五
年

(

一
八
四
四)

和
暦(

西
暦)

六
月
二
六
日

六
月
九
日

五
月
五
日

四
月
八
日

二
月
二
四
日

五
月
五
日

四
月
三
日

六
月
二
六
日

五
月
五
日

六
月
二
七
日

六
月
二
七
日

五
月
五
日

七
月
七
日

五
月
五
日

月
日

大
道
を
な
が
す
ち
よ
ぼ
く
れ
芝
居
共　
炎
天
ニ
付
浅
間
社
内
を

か
り
候
処
別
当
様
初
メ　

社
中
一
統
承
知
之
上　

こ
も
は
り　

小
家
が
け　
廿
八
日
御
祭
礼
奉
納
神
楽
ニ
手
踊
り
い
た
す

本
宮
浅
間
様
社
内
へ
芝
居
か
ゝ
る　
大
矢
場
之
処　
役
者
ハ
丁

内
お
り
や
作
兵
衛
方
へ
拾
四
人
来
ル
由

本
宮
浅
間
様
開
帳
宮　
今
日
な
げ
餅

浅
間
様
祭
り　
七
ツ
過
ゟ
馬
飛
始　
本
乗
夜
明
ニ
成
ル

初
申
御
祭
り

平
等
寺
ニ
て
開
山
之
法
事
ニ
招
る
　ゝ
か
ざ
り
物
異
国
人　
若

イ
者
異
人
姿
ニ
て
踊
り　
異
国
船
を
勝
手
道
具
ニ
て
か
ざ
る

御
祭
り　
本
乗
二
番
鷄ど

り

頃

初
申
御
祭
り　
残
り
分
ヲ
リ
引

浅
間
様
祭
り
今
夜
花
火
出
ス
処　
西
風
起
り
て
糀こ

う
じ

ヤ
屋
根
へ
火

落
て
さ
ワ
ぐ　
前
川
ニ
水
な
き
故
心
配
ス

本
宮
御
祭
り　
本
の
り
夜
五
ツ
時
大
ニ
群
集

今
夜
浅
間
様
大
群
衆　
社
領
ニ
て
花
火
を
出
す　
吉
原
法
院
細

工
之
由　
夜
明
迄

浅
間
様
御
祭
礼
ニ
付
神
田
中
宿
若
イ
者
か
さ
り
物
を
い
た
す　
古
来
よ
り
有
之

人
形
ニ
て
五
條
之
橋
牛
若
弁
慶
を
組
立　
橋
ハ
傘
と
日
か
さ
下
駄
同
緒
ニ
て
拵こ

し
ら
え

ル　
大
当
り　
場
所
神
田
橋
山
城
ヤ
利
兵
衛
見
せ
也　
金
弐
両
余
懸
り
候

浅
間
様
祭
り
本ほ

ん

乗の
り

夜
明
方　
今
日
之
群
集
近
年
珍
ら
敷
事
と
云
々

浅
間
宮
祭
礼
芝
居
あ
り　
但た

だ

し
チ
ヨ
ボ
ク
レ
之
類
十
余
人　
此こ

の

四
五
日
以
前
ゟよ

り

町
方
社
領
ニ
て
処し

ょ

々し
ょ

夜
興
行　
壱
幕
代
金
弐に

朱し
ゅ

也な
り　
表
へ
出
し
ば
ん
直
し
て
催
し
あ
り

浅
間
様
祭
り
夜
八
ツ
時
に
仕し

廻ま
い

事
　
　
柄
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写真 3-1
富士宮まつりで披露される
磐
いわ

穂
ほ

神田組の手古舞

表 3-1
『袖日記』にみる大宮のまち祭礼

り
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
袖
日
記
』
で
は
、
浅
間
神
社
の
祭
礼
の
う
ち
、
五
月
五
日
の
流や
ぶ

鏑さ

馬め

祭さ
い
（
当

時
は
五さ
つ
き
え
月
会
流
鏑
馬
神
事
）、
六
月
二
八
日
（
宵
祭
り
の
二
七
日
も
含
む
）
の
御お

田た

植う
え
祭さ
い
の
ほ
か
、
四
月
初は
つ

申さ
る
祭さ
い
、
一
一
月
初
申
祭
な
ど
の
祭
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
「
町
方
若
イ
者
」
が
祭
礼
に
関
わ
る
の
は
流
鏑
馬
祭
と
御
田
植
祭
で
あ

る
。「
若
イ
者
」と
は
若
い
衆
、つ
ま
り
現
在
の
青
年
の
集
団
の
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、

よ
そ
か
ら
や
っ
て
く
る
旅
芸
人
が
祭
り
な
ど
で
芝
居
小
屋
を
掛
け
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
様
子
も
記
述
か
ら
想
像
さ
れ
る
。

　
『
袖
日
記
』
は
天
保
一
四
年
か
ら
の
記
載
で
あ
る
た
め
そ
れ
以
前
の
こ
と
は
不

明
で
あ
る
が
、
弘こ
う
化か

三
年
（
一
八
四
六
）
六
月
二
七
日
の
御
田
植
祭
で
は
神
田
中な
か

宿じ
ゅ
くに
古
く
か
ら
「
五ご

條じ
ょ
う

之の

橋は
し

牛う
し

若わ
か

弁べ
ん

慶け
い
」
の
人
形
飾
り
が
あ
り
、
若
イ
者
が
そ
れ

を
組
み
立
て
た
と
あ
る
。
神
田
に
は
こ
の
よ
う
な
出
し
人
形
が
す
で
に
あ
り
、
そ

れ
を
若
イ
者
が
組
み
立
て
て
祭
り
を
盛
り
立
て
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
し
て
最
も
ま
ち
が
活
気
づ
い
た
の
が
、万ま
ん

延え
ん
元
年（
一
八
六
〇
）の
年
で
あ
る
。

こ
の
年
は
、
富
士
山
が
出
現
し
た
と
さ
れ
る
紀
元
前
三
〇
一
年
庚こ
う
申し
ん
の
縁
年
に
あ

た
り
、
六
〇
年
に
一
度
巡
っ
て
く
る
こ
の
年
に
富
士
登
山
を
す
る
と
御ご

利り

益や
く
が
あ

る
と
信
じ
ら
れ
、
女に
ょ

人に
ん

禁き
ん
制ぜ
い
の
緩
和
も
あ
っ
た
。
当
時
は
六
月
一
日
が
山
開
き
で

あ
り
、
九
日
に
は
浅
間
神
社
が
御
開
帳
さ
れ
投
げ
餅
も
あ
っ
た
。
登
山
者
で
に
ぎ

わ
う
開
山
中
の
六
月
二
八
日
は
御
田
植
祭
で
、二
六
日
に
境
内
で
芝
居
が
か
か
り
、

二
八
日
に
は
奉
納
神
楽
の
手
踊
り
も
あ
っ
た
。
二
八
日
は
、
在ざ
い
（
ま
ち
の
周
辺
村

落
）
で
も
町
方
で
家
台
（
屋
台
）
を
多
く
曳
き
出
す
と
評
判
に
な
り
、「
夥お
び
た
だ
し
く敷
（
非

常
に
多
く
の
）」
人
出
が
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
七
月
六
日
に
も
浅
間
神
社

の
祭
礼
が
あ
り
、
東
町
の
若
い
衆
が
屋
台
を
出
し
た
。
神
田
川
橋
で
夜
明
け
を
迎

え
る
頃
ま
で
曳
き
回
し
、
屋
台
は
社
領
で
も
曳
き
回
し
が
行
わ
れ
、
芝
居
役
者
も

混
じ
っ
て
踊
っ
た
。

  

ま
た
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
九
月
七
日
か
ら
一
二
日
に
か
け
て
、
若
イ
者

が
俄に
わ
か

（
即
興
的
な
素
人
芝
居
）
を
や
り
、屋
台
や
出
し
（
飾
り
物
）
を
制
作
し
て
、

文
久
二
年

(

一
八
六
二)

九
月
一
二
日

九
月
一
一
日

九
月
八
日

九
月
七
日

一
一
月
七
日

七
月
六
日

六
月
二
八
日

十
二
日
昼
夜
ニ
て
子
供
お
ど
る　
夫
ゟ
所
々
ニ
て
興
行　
十
月

頃
も
い
た
す

当
町
方
今
夜
踊
り
子　
糀
ヤ
娘
二
人　
大
和
ヤ
娘　
は
し
糀
ヤ

熊
太
郎　
中
泉
ヤ
又
蔵　
は
し
下
た
ヤ
米
吉　
中
天
竺
ヤ
市
蔵

な
ど
一
両
日
習
ひ
候
よ
し　
外
共
十
二
人
お
と
り
子

東
町
方
ニ
ハ
飾
り
物
牛
ニ
車
の
座
敷
か
ざ
り
あ
り

暁
ニ
家
台
崩
す

今
夜
半
若
イ
者
神
田
橋
ニ
お
い
て
ダ
シ
俄
の
儀
は
じ
め
候
処　

大
雨
ニ
て
休
ミ
ニ
相
成
事

若
イ
者
俄
之
儀　

昨
十
日
夜
半
中
老
安
兵
衛　

猶な
お

八
〼
方
へ

来
り　

町
方
の
儀
仰
之
通
り
相
守
り
可
申
候
間　

子
供
の
座

敷
踊
り
之
処
大
目
ニ
願
入
由
申
来
ル
ニ
付
神
妙
之
儀
な
ら
す

知
ら
ぬ
分
と
申　

若
之
宮
様　
御お

神み

酒き

廿
四
文も

ん　
米
弐
合

当
町
若
イ
者
家
台
之
儀
決け

而し
て

仕
間
敷
段
承
伏
い
た
し
候
と　
茂

兵
衛
惣
助
ゟ
挨
拶
有
之
候

西
町
若
イ
者
俄
の
催
し
有
之
ニ
付　
中
老
惣
助　
茂
兵
衛
呼
出

し　
差
留
申
聞
候

初
申
御
祭
り
休
日

浅
間
様
御
祭
礼　
東
町
若
イ
衆
家
台
出
ス　
夜
九
ツ
過
神
田
橋

ニ
至
る　
神
田
川
橋
ニ
て
夜
明
ニ
成
（
中
略
）　
家
台
明
七
日
社

領
を
引　
芝
居
役
者
交
り　
新
宿
熊
吉
と
申
若
者
踊
ル

浅
間
様
御
田
植
群
集　
芝
居
大
入　
在
々
ヘ
ハ
町
方
ニ
て
家
台
多

く
引
出
ス
と
申
大
評
判
故　
夥お

び
た
だ

敷し
く

人
出
ル
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女
や
子
ど
も
が
踊
る
な
ど
、
現
在
の
富
士
宮
ま
つ
り
の
手て

古こ

舞ま
い
の
様
子
に
よ
く
似

た
状
況
が
見
え
て
く
る(

写
真
３−

１)

。

流は
や
り行
病や
ま
い

除
け
の
祭
り

　
幕
末
の
大
宮
の
ま
ち
で
は
浅
間
神
社
の
祭
り
以
外
の
時
に
も
、
若
イ
者
が
先

導
し
て
芝
居
や
屋
台
、
踊
り
な
ど
の
催
し
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ
、
ま

ち
の
祭
り
が
神
社
と
は
無
関
係
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。幕
末
と
い
え
ば
、

安あ
ん
政せ
い
五
年
（
一
八
五
八
）
は
コ
レ
ラ
が
全
国
的
に
大
流
行
し
た
年
で
あ
る
。
吉

原
宿
で
は
七
月
中
旬
に
「
三
日
コ
ロ
リ
」、「
ボ
ウ
シ
ョ
病
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て

流
行
し
、
や
が
て
大
宮
町
方
で
も
次
々
と
感
染
し
て
一
二
〇
人
ほ
ど
の
死
者
が

出
て
い
る
。『
袖
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
も
八
月
二
八
日
に
は
静
か
に
な
っ

た
（
納
ま
っ
た
）
と
あ
る
。

　
九
月
に
入
る
と
、
町
方
や
在
の
各
地
で
角す

力も
う
（
相
撲
）
興こ
う
行ぎ
ょ
う

が
あ
っ
た
。
九

月
一
二
日
か
ら
一
四
日
ま
で
は
若
之
宮
（
現
元
城
町
）
で
行
わ
れ
、
一
七
日
に

は
村
々
で
は
角
力
が
、
芝
居
神
楽
も
近
村
で
興
行
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
当
病

ニ
死
残
り
し
喜
び
也
」
と
記
さ
れ
、

多
数
の
死
者
が
出
た
恐
ろ
し
い
流

行
病
か
ら
逃
れ
、
そ
の
感
謝
を
込
め

て
祭
り
が
催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
角
力
や
神
楽
は
、
悪
霊

を
鎮
め
た
り
疫
病
退
散
を
願
っ
た

り
す
る
時
に
行
わ
れ
る
も
の
だ
っ

た
。

　

文
久
二
年
は
、
麻は

疹し
か

が
流
行
っ

た
年
で
あ
る
。『
袖
日
記
』
の
六
月

二
二
日
に
「
は
し
か
当
町
所
々
ニ
あ

り
」
と
記
さ
れ
、
七
月
一
一
日
に
は

村
々
で
麻
疹
が
非
常
に
流
行
り
、「
子
供
ハ
か
る
し　
大
人
ハ
重
シ
」
と
あ
る
。

し
か
し
、
八
月
一
一
日
、
一
二
日
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
の
葬
列
が
三
つ
通
る
と
あ

り
、
子
ど
も
も
命
を
落
し
て
い
く
。
九
月
八
日
か
ら
町
方
の
若
イ
者
が
屋
台
を

出
し
た
い
と
申
し
出
た
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
も
含
む
多
く
の
死
者
の
供
養
の
た

め
と
疫
病
退
散
を
願
う
た
め
の
催
し
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
大
宮
の
ま
ち
の
祭
り
は
、
江
戸
の
文
化
に
敏
感
な
若
者
が
、
そ
の
当
時
の
流

行
を
取
り
入
れ
た
祭
り
で
あ
り
、
ま
ち
の
重お

も
役や
く
か
ら
自
主
運
営
を
任
さ
れ
、
ま

ち
の
活
性
化
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
近
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
験
し
、
令
和
四
年
に
感

染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
富
士
宮
ま
つ
り
の
開
催
に
至
っ
た
富
士
宮
ま
つ
り
青

年
協
議
会
に
も
引
き
継
が
れ
た
伝
統
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
写
真
３−

２
）。

富
士
宮
市
制
記
念
式
典
と
し
て
の
富
士
宮
ま
つ
り

　
明
治
維
新
を
迎
え
、浅
間
大
社
の
社
領
や
祭
事
に
大
き
な
改
変
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
町
や
近
隣
の
村
々
の
人
々
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
五
月
の
流
鏑
馬
祭

や
六
月
（
改
暦
以
降
七
月
七
日
）
の
御
田
植
祭
は
、
変
遷
は
あ
る
も
の
の
現
在

も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
浅
間
神
社
の
大
祭
で
あ
っ
た
四
月
初
申
祭

は
、
平
成
一
八
年(

二
〇
〇
六)

に
浅
間
大
社
千
二
百
年
祭
を
機
に
山や
ま
宮み
や
御ご

神し
ん

幸こ
う
が
復
活
、
一
一
月
初
申
祭
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
新
暦
一
一
月
四
日

に
固
定
化
さ
れ
た
（
本
編
第
二
章
）。

　
表
３−

２
は
、
大
宮
の
ま
ち
の
行
政
的
な
変
遷
と
祭
り
と
の
関
わ
り
を
示
し

た
年
表
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
祭
り
に
影
響
を
与
え
た
出
来
事
も
あ
げ
た
。
こ

の
表
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
浅
間
大
社
の
秋
の
例
大
祭
（
秋あ
き
宮み
や
）
だ
け
で
は

な
く
、
日
露
戦
争
凱が
い

旋せ
ん

や
大
宮
町
大
火
復
興
、
大
正
・
昭
和
の
御
大
典
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
式
典
を
き
っ
か
け
に
山
車
や
屋
台
が
購
入
さ
れ
た
り
建
造
さ

れ
た
り
し
て
曳
き
回
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
富
士
宮
ま

つ
り
は
次
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
い
る
。

写真 3-2　青年協議会会長挨拶（令和 4 年〈2022〉）
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和暦 西暦 事　　柄

明治   6 年 1873 浅間神社大祭を旧暦 11 月初申日より新暦 11 月 4 日に固定
明治 22 年 1889 町村制施行により 11 町村が合併し大宮町誕生

明治 29 年 1896 7 月 14 日、浅間神社が官
か ん

幣
ぺ い

大社となる

明治 37 年 1904 日露戦争勝利を記念して、高瀬家より磐穂に山車が寄進される
明治 42 年 1909 11 月 23 日、大宮町青年会が組織される

明治 44 年 1911 秋祭りに湧玉の立
た て

・松山・寿
ことぶき

・高
た か

嶺
ね

・磐
い わ

穂
ほ

・咲
さ く

花
は な

の 6 組が山車・屋台を曳く。まつり青年の組織を発足

大正   2 年 1913 7 月 20 日、富士身延鉄道の富士−大宮間が開通

大正   4 年 1915 11 〜 12 月、大正天皇御大典。御
み

幸
ゆ き

・羽
は

衣
ごろも

・立・神
か ん

立
た て

・寿・高嶺・磐穂・咲花が山車・屋台を曳く

大正   5 年 1916 9 月 15 日、大宮町青年団が再編される
大正   7 年 1918 7 月 6 日、神田宮御田植祭地に社殿再建

大正   8 年 1919 常
と き わ

磐が底抜屋台を新造、翌 9 年に芸
げ い

妓
こ

を乗せて練り歩く

大正 12 年 1923
常磐と神田が分かれ、山車は高瀬家のある常磐の所有となる
9 月 1 日、関東大震災

昭和   3 年 1928 昭和天皇御大典。多くの祭り組が山車・屋台を曳き廻す

昭和   7 年 1932 4 月 21 日、大宮町大火。神田川以東の市街地中心部が焼け、北神田の一部を残し神田町・神
田橋・神田宮町などが灰

か い

燼
じ ん

に帰す

昭和   9 年 1934 5 月 1 〜 6 日、大宮町復興祭。瑞
み ず

穂
ほ

・咲花・大
や ま と

和・常磐・浅
あ さ

間
ま

・神田・高嶺・御幸・松山・羽衣・
神立・立・寿・貴

き

船
ぶ ね

が山車・屋台を出す
昭和 11 年 1936 浅間神社昇格 40 周年
昭和 12 年 1937 神立、山車・屋台を焼失
昭和 15 年 1940 11 月 10 日、紀元二千六百年

昭和 17 年 1942 6 月 1 日、大宮町と富丘村が合併し富士宮市誕生。神
じ ん

賀
が

は福
ふ く

地
ち

から分かれる。戦時中祭りは休止

昭和 21 年 1946 浅間神社秋祭り再開

昭和 27 年 1952
8 月 2 日、市制 10 周年記念祭にて仮装行列

11 月 3 日、浅間神社秋祭りで楼
ろ う

門
も ん

前にて宮参り

昭和 41 年 1966
2 月、富士宮ばやし保存会発足。8 月、富士宮囃子が市無形文化財に指定される
9 月 26 日の台風 26 号の被害により秋祭り中止

昭和 42 年 1967 市制 25 周年。現行の宮まいり始まる
昭和 43 年 1968 明治 100 年記念の秋祭りに大宮木

き

遣
や り

復活
昭和 52 年 1977 市制 35 周年。共同催事始まる
昭和 53 年 1978 浅間神社秋祭りに神田区小学 6 年生手古舞参加
昭和 61 年 1986 神社前 10 区勢揃い。祭り後、秋まつり青年協議会発足
昭和 63 年 1988 昭和天皇病状悪化により、山車・屋台の曳き廻しを自粛
平成   2 年 1990 共同催事雨で中止
平成   4 年 1992 市制 50 周年記念祝賀式典
平成   7 年 1995 3 月 20 日、富士宮囃子が静岡県無形民俗文化財に指定される
平成 18 年 2006 浅間大社千二百年祭
平成 19 年 2007 市制 65 周年記念事業。『浅間大社例祭　富士宮秋まつり』発行
平成 23 年 2011 「富士宮まつり」と改称、宮まいりを参加区全 20 区にて行う
平成 24 年 2012 市制 70 周年記念事業。『富士山本宮浅間大社秋の例大祭　富士宮まつり』発行
令和   2 年
令和   3 年

2020
2021 新型コロナウイルス感染症拡大により富士宮まつり中止

令和   4 年 2022 市制 80 周年。新型コロナウイルス感染対策を講じて 3 年ぶりの富士宮まつり開催
令和   5 年 2023 『富士山本宮浅間大社秋の例大祭　富士宮まつり』発行

表 3-2　大宮のまちの祭り
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明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
大
宮
町
が
誕
生
し
、
同
三
七
年

（
一
九
〇
四
）
に
は
日
露
戦
争
の
凱
旋
記
念
を
機
に
高
瀬
家
よ
り
磐
穂
に
山
車

が
寄
進
さ
れ
る
。
同
四
二
年（
一
九
〇
九
）に
は
大
宮
町
青
年
会
が
組
織
さ
れ
、

同
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
一
月
三
日
の
浅
間
大
社
秋
祭
り
に
六
組
の
山
車
・

屋
台
が
曳
か
れ
る
。
こ
の
と
き
、
大
宮
町
青
年
会
と
は
別
に
「
ま
つ
り
青
年
」

の
組
織
を
発
足
さ
せ
る
。
当
時
、
社し
ゃ
人に
ん
町
（
宮
本
区
）
の
尋じ
ん
常じ
ょ
う

小
学
校
五
年
生

だ
っ
た
村
上
喜よ
し
已み

氏
（
明
治
三
三
年
生
）
は
、次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

子
供
連
と
し
て
揃そ
ろ

ひ
の
衣
装
を
着
せ
て
貰も
ら

い
、
練
り
物
の
綱
を

曳
い
た
。
当
時
社
人
町
は
戸
数
人
口
す
く
な
く
単
独
で
お
祭
り
を

催
す
こ
と
に
、
諸
般
の
事
情
が
許
さ
な
か
っ
た
も
の
か
、
寺て
ら

地じ

（
寿こ
と
ぶ
き

町ち
ょ
う

）
と
合
併
し
て
〝
寿
〟
の
祭
り
組
名
の
下
に
一
切
が
運
営
さ

れ
た
。

　　
こ
の
頃
は
現
在
の
よ
う
に
区
単
独
で
山
車
や
屋
台
を
曳
く
こ
と
は
で
き
ず
、

組
名
も
固
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
大
宮
西
町
（
現
西
町
）
の
祭

り
組
で
あ
る
松
山・立た
て・寿・高た
か
嶺ね

で
は
、「
親
名
」
と
し
て
「
湧わ
く
玉た
ま
」
を
冠
し
た
。

そ
れ
が
今
日
の
親
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
神
田
川
東
側
で
は
、
磐

穂
（
神
田
町
・
仲な
か

宿じ
ゅ
く

）・
咲さ
く

花は
な
（
連れ
ん

雀じ
ゃ
く

・
青あ
お

柳や
ぎ
・
新し
ん

宿し
ゅ
く

）
が
祭
り
組
と
し
て
参

加
し
た
と
い
う
（
村
上　
一
九
六
七
）。

　

大
宮
町
は
経
済
的
な
発
展
と
と
も
に
人
口
も
増
え
、
昭
和
一
七
年

（
一
九
四
二
）
に
富
丘
村
と
合
併
し
て
富
士
宮
市
が
誕
生
す
る
。
そ
の
間
に
は

富
士
身
延
鉄
道
開
通
、
大
正
の
御
大
典
、
昭
和
の
御
大
典
、
大
宮
町
大
火
後
の

復
興
祭
と
続
く
が
、
こ
れ
ら
は
浅
間
大
社
の
祭
礼
と
は
無
関
係
の
日
程
で
行
わ

れ
て
い
る
。
富
士
宮
市
が
誕
生
し
た
昭
和
一
七
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
真
っ

最
中
で
あ
り
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
祭ま
つ
り

囃ば
や
子し

の
よ
う
な
鳴
り
物
は
禁
止
さ
れ
た
。

　

浅
間
大
社
の
秋
の
例
祭
は
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
再
開
し
、
一
部

の
氏
子
町
内
が
山
車
を
曳
き
回
し
た
が
、
散
発
的
だ
っ
た
と
い
う
（
咲
花

区　

一
九
九
七
）。
大
宮
の
ま
ち
の
祭
り
が
復
活
す
る
の
は
、
昭
和
二
七
年

（
一
九
五
二
）
八
月
二
日
の
市
制
一
〇
周
年
記
念
祭
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
は
、

仮
装
行
列
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
の
浅
間
大
社
の
秋
祭

り
で
は
、
楼ろ

う
門も
ん
前
で
宮
参
り
を
し
て
い
る
様
子
が
写
真
に
残
さ
れ
て
い
る
（
写

真
３−

３
）。
同
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
は
、
市
制
二
五
周
年
で
現
行
の
よ

う
な
境
内
に
入
場
す
る
宮
ま
い
り
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
〇
年
代
か

ら
昭
和
四
〇
年
代
に
か
け
て
行
政
区
の
分
離
独
立
や
青
年
層
の
祭
り
離
れ
な
ど

に
よ
り
、
祭
り
は
低
迷
す
る
（
富
士
宮
ま
つ
り
青
年
協
議
会　
二
〇
二
三
）。

　

そ
の
後
、
青
年
層
の
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
に
よ
り
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）

の
秋
ま
つ
り
終
了
後
、
秋
ま
つ
り
青
年
協
議
会
が
発
足
し
た
。
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
に
富
士
宮
囃
子
が
静
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
同

二
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
「
浅
間
大
社
秋
祭
り
」
か
ら
「
富
士
宮
ま
つ
り
」

に
改
称
し
、
宮
ま
い
り
が
全
参

加
区
二
〇
区
に
て
行
わ
れ
た
。

現
在
、
富
士
宮
ま
つ
り
青
年
協

議
会
で
は
、
市
制
施
行
記
念
事

業
と
し
て
記
念
誌
を
発
行
し
、

富
士
宮
ま
つ
り
の
伝
統
の
記
録

を
残
し
て
い
る
。
五
年
か
ら

一
〇
年
ご
と
に
記
念
誌
の
改
訂

版
を
刊
行
し
て
お
り
、
こ
の
祭

り
が
市
制
施
行
一
〇
周
年
記
念

を
き
っ
か
け
に
、
市
の
記
念
事

業
と
共
に
そ
の
形
を
調
え
現
在

に
至
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

写真 3-3　市制10周年記念の秋まつり（昭和27年）



199

図 3-1　富士宮まつり祭典区の会所位置図（地理院地図 Vector を加工して作成）

写真 3-4　さまざまな時代の富士宮まつり
左上）昭和 47 年（市制 30 周年のとき）　　　右上）大正 4 年（大正天皇御大典の頃、宮本）
左下）令和 4 年 （市制 80 周年のとき）　　　　右下）昭和 11 年（浅間神社昇格 40 周年、高嶺）
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祭
り
の
日
程

　

富
士
宮
ま
つ
り
は
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
（
以
下
、
浅
間
大
社
）
周
辺
の

二
〇
区
が
参
加
し
て
、
一
一
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
の
三
日
間
行
わ
れ
る
。
山だ

車し

・
屋
台
の
曳ひ

き
回
し
と
静
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
の
富
士
宮
囃ば
や
子し

が
特
色
で

あ
る
。
祭
り
の
大
ま
か
な
日
程
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
な
お
、
富
士
宮
ま
つ
り
の
祭
典
区
名
は
行
政
区
名
と
同
義
で
あ
る
た
め
、
本

節
で
は
原
則
的
に
行
政
区
名
で
表
記
す
る
。

◆
一
一
月
三
日　
午
前
九
時　
宮
ま
い
り

　
参
加
者
全
員
が
浅
間
大
社
に
参さ
ん
詣け
い
す
る
。
山
車
・
屋
台
は
伴
わ
ず
、
道
囃

子
を
奏
し
な
が
ら
区
ご
と
に
隊
列
を
組
ん
で
境
内
に
集
結
す
る
（
写
真
３−

５
）。
修し
ゅ

祓ば
つ

や
玉た
ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

の
後
、
市
長
・
富
士
宮
ま
つ
り
委
員
会
委
員
長
・

ミ
ス
富
士
山
が
挨
拶
を
し
、く
じ
で
選
ば
れ
た
区
（
令
和
六
年
〈
二
〇
二
四
〉

は
琴こ
と

平ひ
ら

区
）
の
祭
典
長
の
号
令
で
全
区
一
斉
に
富
士
宮
囃
子
を
奉
納
す
る

（
写
真
３−

６
）。
式
典
後
は
神
田
区
の
木き

遣や
り

部
が
う
た
う
大
宮
木
遣
り
に
送

ら
れ
て
参
加
者
は
自
区
へ
戻
る
。
そ
の
際
、
各
区
青
年
長
は
浅
間
大
社
か
ら

御ご

幣へ
い
を
受
け
取
る
。
宮
ま
い
り
後
は
主
に
自
区
内
で
山
車
・
屋
台
を
曳
き
回

し
、
区
に
よ
っ
て
は
競
り
合
い
（
後
述
）
も
行
う
。
こ
の
日
の
夕
方
以
降
を

宵よ
い

宮み
や

と
呼
ぶ
。
三
日
間
の
曳
き
回
し
に
つ
い
て
は
区
ご
と
に
細
か
な
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
、
会
所
前
な
ど
で
囃
子
や
踊
り
が
披
露
さ
れ

る
。

◆
一
一
月
四
日　
午
後
四
時　
本ほ
ん
宮み
や

　
山
車
・
屋
台
の
曳
き
回
し
が
行
わ
れ
る
。
全
二
〇
区
が
浅
間
大
社
周
辺
に

集
結
す
る
共
同
催
事
「
本
宮
」
で
は
一
斉
に
囃
子
と
踊
り
が
奉
納
さ
れ
（
写

真
３−

７・
８
）、
そ
の
後
は
山
車
・
屋
台
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
、
各
所
で
競

り
合
い
を
行
う
。

第
二
節
　
　
日
程
と
祭
典
組
織

◆
一
一
月
五
日

　
主
に
自
区
内
で
山
車
・
屋
台
の
曳
き
回
し
を
行
い
、
終
了
後
に
は
御
幣
を

浅
間
大
社
に
納
め
る
（
写
真
３−

９
）。

富
士
宮
ま
つ
り
委
員
会

　
富
士
宮
ま
つ
り
全
体
を
統
括
す
る
の
は
「
富
士
宮
ま
つ
り
委
員
会
」（
以
下
、

委
員
会
）
で
あ
る
。
表
３−

３
の
よ
う
に
、
山
車
を
運
行
す
る
二
〇
区
と
、
そ

れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
行
政
・
浅
間
大
社
・
そ
の
他
団
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
推
進
本
部
長
で
あ
る
市
長
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
委
員
に
は
公
職
従

事
者
が
あ
た
り
、
副
委
員
長
と
な
っ
て
い
る
各
区
祭
典
長
は
各
行
政
区
の
区
長

が
担
っ
て
い
る
。
委
員
長
と
統
括
副
委
員
長
に
は
、
全
体
を
把
握
・
統
率
で
き

る
人
材
と
し
て
、
区
長
と
青
年
協
議
会
会
長
の
両
方
を
経
験
し
た
者
が
望
ま
し

い
と
い
う
。

　
委
員
会
の
総
会
は
五
月
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
以
後
は
祭
り
の
実
施
計
画
を

「
富
士
宮
ま
つ
り
青
年
協
議
会
」（
後
述
）
が
作
成
す
る
。
そ
し
て
九
月
の
委
員

会
全
体
会
議
で
同
協
議
会
か
ら
計
画
が
示
さ
れ
て
承
認
さ
れ
る
と
、
い
よ
い
よ

一
一
月
の
本
番
に
向
け
て
囃
子
や
踊
り
の
練
習
、
競
り
合
い
の
打
ち
合
わ
せ
な

ど
が
本
格
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

富
士
宮
ま
つ
り
青
年
協
議
会

　
富
士
宮
ま
つ
り
の
実
際
の
運
営
は
「
富
士
宮
ま
つ
り
青
年
協
議
会
」、
通
称

「
青
年
協
」
が
担
う
（
写
真
３−

10
）。
宮
ま
い
り
と
本
宮
の
実
施
計
画
の
作
成

や
参
加
区
と
の
連
絡
調
整
、
外
部
と
の
交
渉
な
ど
を
行
う
。
青
年
協
は
各
区
青

年
か
ら
一
人
ず
つ
が
出
向
し
て
構
成
さ
れ
、
宮
ま
い
り
・
宵
宮
・
本
宮
・
踊
り
・

広
報
・
Ｊ
Ｒ
・
視
察
な
ど
の
担
当
が
あ
る
。
全
体
の
調
整
を
図
る
う
え
で
自
区
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役職名 所 属 な ど 人　数
委員長 観光協会及び実施区の互選により選出 １

統括副委員長 同上 １
副委員長 各区祭典長 20
副委員長 富士宮まつり青年協議会会長 １
副委員長 富士宮囃子保存会会長 １

推進本部長（顧問）富士宮市長 １
顧問 市議会議長、商工会議所会頭、浅間大社宮司、区長会長 ４
参与 富士宮市産業振興部長 １

委員
観光協会会長、商工会議所専務理事、浅間大社権

ごん

宮
ぐう

司
じ

、
商店街連盟会長、観光協会専務理事、交通指導員会長、
警防救急課長、市民生活課長、観光課長

９

　

写真 3-5　宮まいり写真 3-8　一斉踊り

写真 3-6　富士宮囃子の奉納写真 3-9　御幣を納める神田区青年

写真 3-7　本宮写真 3-10　本宮を運営する青年協議会

表 3-3　
富士宮まつり
委員会の組織

（令和 5 年度）
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の
動
き
を
熟
知
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
青
年
長
経
験
者
が
出
向
す
る
こ
と
も

多
い
。
青
年
協
の
年
間
計
画
は
表
３−

４
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
祭
り
に
参
加
す
る
二
〇
区
は
神
田
川
を
境
に
し
て
、東
は
「
磐い
わ
穂ほ

」「
咲さ
く
花は
な
」、

西
は
「
湧わ
く
玉た
ま
」
と
区
分
さ
れ
て
い
る
。
青
年
協
の
会
長
は
、
東
の
区
と
西
の
区

が
交
互
に
担
う
よ
う
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
ま
れ
て
お
り
、
任
期
は
四
月
か
ら

三
月
ま
で
の
一
年
間
で
あ
る
。
新
年
会
で
会
長
の
半は
ん
纏て
ん
が
次
年
度
の
会
長
に
引

き
継
が
れ
る
。
ま
た
、
会
長
予
定
者
は
就
任
前
年
に
「
統
括
」（
副
会
長
）
と

し
て
会
長
を
補
佐
し
つ
つ
そ
の
職
務
を
見
習
い
、会
長
の
翌
年
と
翌
々
年
は「
顧

問
」
と
し
て
会
長
を
支
え
る
。

　
青
年
協
発
足
の
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
昭

和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
秋
祭
り
は
低
迷
期
で
あ
っ
た
。
山
車
・

屋
台
の
売
却
や
解
体
を
す
る
区
が
相
次
ぎ
、
山
車
を
所
有
す
る
区
で
も
自
区
内

だ
け
で
曳
き
回
し
を
行
っ
た
。
区
内
の
狭
い
道
を
曳
き
回
す
山
車
・
屋
台
の
様

子
を
「
あ
ぜ
道
祭
り
」
と
呼
ぶ
人
も
い
た
と
川か
わ

端ば
た

則の
り

貴た
か

氏
（
昭
和
二
四
年
生
、

初
代
青
年
協
会
長
）
は
語
る
。
昭
和
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
徐
々
に
囃
子
復
活

の
兆
し
が
見
え
始
め
、
区
ご
と
の
「
あ
ぜ
道
祭
り
」
を
氏
子
地
域
全
体
の
祭
り

に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
持
ち
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
、
か
つ
て
実
施
さ
れ
て
い

た
「
競
り
合
い
」（
写
真
３−
11
）
を
復
活
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
と
全
山

車
を
集
結
さ
せ
る
共
同
催
事
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
整
備
を
担
う
組
織
と
し
て
昭

和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
に
青
年
協
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
以
前
の
競
り
合

い
は
、
す
れ
違
い
が
で
き
な
い
狭
い
道
で
ど
ち
ら
が
道
を
譲
る
か
を
囃
子
で

競
っ
た
も
の
で
、
負
け
た
組
は
山
車
・
屋
台
を
曳
き
下
げ
て
道
を
譲
り
、
勝
っ

た
組
は
「
昇し
ょ
う

殿で
ん
」
を
奏
し
な
が
ら
進
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
は
あ
ら
か

じ
め
時
間
と
場
所
を
決
め
て
計
画
的
に
実
施
さ
れ
る
。
三
日
間
で
七
〇
回
以
上

の
競
り
合
い
が
行
わ
れ
て
お
り
、
三
区
や
四
区
で
競
う
場
合
も
あ
る
が
、
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
な
い
よ
う
事
前
に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。
競
り
合
い
は
富

士
宮
ま
つ
り
の
大
き
な
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

囃
子
を
支
え
る
組
織

　
富
士
宮
囃
子
を
奏
す
る
囃
子
方
は
区
ご
と
に
公
会
堂
な
ど
で
稽
古
を
行
う
。

例
え
ば
浅あ
さ
間ま

区
で
は
、
青
年
（
中
学
生
以
上
）
が
毎
月
第
三
土
曜
日
に
、
そ
し

て
会
所
開
き
を
す
る
一
〇
月
一
日
か
ら
は
、
小
学
生
も
加
わ
っ
て
日
曜
・
祝
日

を
除
く
毎
晩
稽
古
を
行
う
。
祭
り
低
迷
期
に
中
断
し
て
い
た
囃
子
を
復
活
さ
せ

た
際
に
は
ま
ず
子
ど
も
会
か
ら
稽
古
を
再
開
し
た
と
い
い
、
今
で
も
青
年
が
子

ど
も
た
ち
に
熱
心
に
教
え
て
伝
統
を
つ
な
い
で
い
る
（
写
真
３−

12
）。
ま
た

以
前
は
笛
を
女
性
、
太
鼓
を
男
性
が
担
当
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
今
は
全

員
が
全
て
の
楽
器
を
練
習
す
る
と
い
う
。

　
囃
子
方
は
全
員
、「
富
士
宮
囃
子
保
存
会
」（
以
下
、保
存
会
）の
会
員
で
あ
る
。

昭
和
四
一
年（
一
九
六
六
）二
月
、「
富
士
宮
ば
や
し
保
存
会
湧
玉
会
」が
発
足
し
、

同
年
八
月
に
富
士
宮
囃
子
が
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

は
同
会
の
活
動
が
下
火
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
県
指
定
に
あ
た
っ
て
改
め

て
平
成
九
年（
一
九
九
七
）に
現
在
の
保
存
会
が
編
成
さ
れ
た（
本
章
第
三
節
）。

保
存
会
の
理
事
は
各
区
の
囃
子
方
か
ら
一
人
ず
つ
計
二
〇
人
が
選
出
さ
れ
、
年

度
始
め
に
理
事
会
（
総
会
）
を
行
っ
て
い
る
。
会
長
・
副
会
長
・
顧
問
・
相
談

役
・
監
事
・
会
計
・
会
計
監
査
の
役
職
が
あ
り
、
こ
れ
ら
幹
部
は
青
年
協
や
浅

間
大
社
青
年
会
（
後
述
）
の
会
長
経
験
者
が
多
い
と
い
う
。
保
存
会
の
活
動
と

し
て
は
、
八
月
の
「
囃
子
の
集
い
」
や
二
月
（
節
分
）
の
老
人
ホ
ー
ム
で
の
慰

問
演
奏
の
ほ
か
、
要
請
に
応
じ
て
民
俗
芸
能
大
会
な
ど
に
も
出
演
す
る
。

　
浅
間
大
社
青
年
会
は
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
に
発
足
し
、
浅
間
大
社
の

例
祭
の
手
伝
い
や
清
掃
な
ど
に
奉
仕
す
る
団
体
で
あ
る
。
現
在
は
四
〇
歳
以
下

の
男
女
合
わ
せ
て
二
〇
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
お
り
、
富
士
宮
ま
つ
り
参
加
地
区

以
外
の
者
も
い
る
。
こ
の
青
年
会
の
中
に
囃
子
同
好
会
が
あ
り
、
月
一
回
ほ
ど

稽
古
を
行
い
、一
一
月
四
日
の
朝
に
は
浅
間
大
社
境
内
で
奉
納
囃
子
を
奏
す
る
。

同
好
会
に
は
実
力
者
が
多
く
、
互
い
に
演
奏
技
術
を
学
び
合
う
場
と
な
っ
て
お

り
、
同
好
会
へ
の
参
加
を
目
的
に
青
年
会
に
入
る
者
も
多
い
と
い
う
。
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月　　日 内　　容 備　　考

  1 月 20 日 新旧役員会 全体運営方針説明、スケジュール確認

  3 月　4 日 新年会 会長半纏の引継ぎ

  3 月 24 日 第一回役員会 役割分担決定、参拝マナー講習

  4 月 28 日 第二回役員会 各部会による運営方針説明

  5 月 11 日 富士宮まつり委員会総会 青年協会長出席

  5 月 26 日 第三回役員会 宮まいり抽選会に向けた各部会の状況確認

  6 月 16 日
青年協議会総会

（第一回全体会議）
各区青年代表も参加
宮まいり抽選会・令和４年度報告・令和５年度計画など

  7 月 21 日 第四回役員会 本宮抽選会に向けた各部会の状況確認

  8 月 18 日 第五回役員会
本宮抽選会
各部会状況確認

  8 月 26 日 意見交換会（納涼会）

  9 月　8 日 第六回役員会 全体会議の資料確認

  9 月 11 日 富士宮まつり委員会全体会議 実施計画案を検討

  9 月 22 日 第二回全体会議
各区青年代表も参加
会議終了後に競り合い事前交渉の日程などを適宜調整

10 月 13 日 第七回役員会
まつり期間中の分担最終確認
行動予定表の確認

10 月 28 日 祭典本部設営

11 月 10 日 第八回役員会 青年協の反省会

11 月 富士宮まつり委員会反省会

12 月 青年協役員忘年会

　

写真 3-11　松山区と二の宮区の競り合い写真 3-12　浅間区のお囃子の稽古

表 3-4　青年協議会の年間計画（令和 5 年）



第
三
章  

富
士
宮

　
　
　ま
つ
り

204

区
ご
と
の
祭
典
組
織
～
神
田
区
を
例
と
し
て
～

　
祭
り
に
参
加
す
る
二
〇
区
は
行
政
区
を
基
本
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
各
区
に

は
自
治
会
役
員
が
必
ず
存
在
し
、
そ
の
一
部
は
祭
典
組
織
と
重
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
神
田
区
で
は
、
平
常
時
に
は
区
長
（
一
人
）・
町
内
会
長
（
三
人
）・
総

務
（
一
人
）・
会
計
（
一
人
）・
会
計
監
査
（
三
人
）
と
い
う
役
職
が
あ
る
が
、

祭
り
の
時
に
は
、
祭
典
長
を
務
め
る
区
長
を
筆
頭
に
、
自
治
会
役
員
が
祭
典
組

織
の
役
員
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。
一
方
で
、
祭
り
の
運
営
に
は
平
常
時
に
は
無

い
さ
ま
ざ
ま
な
係
と
そ
れ
を
担
う
多
く
の
人
手
が
必
要
な
の
で
、
ど
の
区
で

も
、
交
渉
・
進
行
・
山
車
・
囃
子
方
・
踊
り
方
な
ど
、
祭
典
専
用
の
部
署
を
編

成
す
る
（
写
真
３−

13
）。
組
織
構
成
は
区
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
令
和
五
年

（
二
〇
二
三
）
度
の
神
田
区
で
は
表
３−

５
の
よ
う
に
分
担
さ
れ
た
。
次
に
神

田
区
の
い
く
つ
か
の
係
の
仕
事
内
容
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

　
神
田
区
は
祭
り
期
間
中
、
令
和
五
年
に
六
回
、
令
和
六
年
に
七
回
の
競
り
合

い
を
行
っ
た
。ま
た
会
所
前
や
祭
典
長
宅
前
な
ど
で
も
囃
子
や
踊
り
を
披
露
し
、

商
店
が
多
い
神
田
区
で
は
新
店
舗
祝
い
の
囃
子
披
露
も
あ
る
。
狭
い
路
地
に
は

「
先
導
車
」（
放
送
機
材
を
積
ん
だ
小
型
の
屋
台
）
だ
け
が
入
り
、
山
車
と
別
の

動
き
を
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
組
み
込
ん
だ
三
日
間
の
運
行
コ
ー
ス
と

時
間
配
分
を
計
画
し
、
他
区
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
の
が
進
行
部
で
あ
る
。
祭

典
中
は
山
車
が
計
画
ど
お
り
に
運
行
で
き
る
よ
う
管
理
す
る
。
準
備
段
階
か
ら

大
変
忙
し
く
重
要
な
係
で
、
進
行
長
は
次
期
青
年
長
候
補
で
も
あ
る
と
い
う
。

　
交
渉
部
に
は
青
年
長
を
終
え
た
人
が
入
る
。
特
に
交
渉
長
は
青
年
長
の
後
見

的
な
立
場
で
、
青
年
長
が
交
代
す
る
ま
で
共
に
重
責
を
担
う
。
競
り
合
い
に
つ

い
て
の
相
手
区
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
に
は
、
総
進
行
部
長
で
あ
る
青
年
長
と

共
に
、
交
渉
長
・
進
行
長
が
参
加
し
、
ほ
か
に
放
送
長
・
手て

子こ

長
・
囃
子
長
な

ど
も
参
加
す
る
。
祭
典
中
に
は
、
交
渉
部
が
自
区
の
山
車
を
先
導
す
る
ほ
か
、

神
田
区
内
を
通
過
す
る
他
区
の
山
車
を
交
渉
部
が
区
境
で
出
迎
え
る
（
写
真
３

−

14
）。
そ
し
て
、
そ
の
山
車
が
区
内
を
運
行
す
る
間
は
常
に
先
導
し
、
区
境

で
隣
接
区
に
引
き
継
ぎ
を
し
て
見
送
る
。
神
田
区
は
浅
間
大
社
に
近
く
、
浅
間

大
社
へ
向
か
う
他
区
の
山
車
が
数
多
く
区
内
を
通
過
す
る
た
め
、
特
に
本
宮
当

日
の
交
渉
部
は
分
刻
み
で
動
い
て
い
る
と
い
う
。
な
お
神
田
区
で
は
、
数
年
前

ま
で
は
交
渉
部
か
ら
一
人
を
青
年
協
に
出
向
さ
せ
て
い
た
が
、
交
渉
部
の
人
数

不
足
に
よ
り
、
進
行
部
か
ら
出
向
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
神か

ん
姫ひ
め
部
は
先
導
車
の
運
行
管
理
を
担
当
す
る
。
か
つ
て
は
全
て
の
区
で
女
性

が
山
車
に
乗
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
そ
の
慣
例
を
踏
襲
し
て
い

る
の
は
神
田
区
だ
け
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
現
在
で
は
囃
子
の
担
い
手
と
し

て
女
性
も
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
神
田
区
で
は
女
性
は
先
導
車
で

囃
子
を
奏
し
、「
小
競
り
合
い
」
と
い
っ
て
区
内
で
余
興
的
に
山
車
（
男
性
）

と
先
導
車
（
女
性
）
が
競
り
合
い
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
神
田
区
に
は
木
遣
部
が
あ
る
。
宮
ま
い
り
終
了
後
に
各
区
が
境
内
を
出
る
際

に
は
、神
田
の
木
遣
部
が「
大
宮
木
遣
り（
神
田
木
遣
り
）」を
う
た
っ
て
見
送
る
。

ま
た
神
田
区
内
で
は
、
宮
ま
い
り
に
出
発
す
る
際
の
「
出
の
儀
」
や
最
終
日
に

青
年
が
浅
間
大
社
へ
御
幣
返
却
に
行
く
際
に
も
木
遣
が
う
た
わ
れ
る
。

　
神
田
で
手
古
舞
の
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
の
は
芸
者
の
師
匠
で
あ
る
。
現

在
で
は
芸
者
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
平ひ
ら
馬ま

一か
ず
衛え

さ
ん
（
昭
和
一
六
年
生
）
に
よ

る
と
、
神
田
区
内
に
は
か
つ
て
芸
者
の
置
屋
が
数
多
く
あ
り
、
二
〇
～
三
〇
人

の
芸
者
を
抱
え
る
大
き
な
置
屋
も
あ
っ
た
。
割か
っ
烹ぽ
う
旅
館
も
多
く
、
富
士
・
吉
原

の
製
紙
業
者
が
そ
れ
ら
の
旅
館
に
芸
者
を
呼
ん
で
取
引
先
の
接
待
を
し
た
の
だ

と
い
う
。
平
馬
さ
ん
の
母
親
（
大
正
五
年
生
）
は
日
本
髪
を
結
う
こ
と
が
で
き

る
髪
結
い
で
、
美
容
師
を
一
三
、四
人
も
雇
っ
て
芸
者
の
整
髪
を
し
て
い
た
。

常と
き
磐わ

区
で
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
底
抜
け
屋
台
を
新
造
し
て
翌
年
に
は

芸
者
を
乗
せ
て
練
り
歩
き
（
一
九
九
四　
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
）、
か
つ
て

は
神
田
の
屋
台
に
も
芸
者
が
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
全
て
の
区
で
芸
者
が
祭
り

に
関
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
商
い
の
中
心
地
と
し
て
長
く
栄
え
て
き

た
大
宮
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
祭
り
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
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で
隣
接
区
に
引
き
継
ぎ
を
し
て
見
送
る
。
神
田
区
は
浅
間
大
社
に
近
く
、
浅
間

大
社
へ
向
か
う
他
区
の
山
車
が
数
多
く
区
内
を
通
過
す
る
た
め
、
特
に
本
宮
当

日
の
交
渉
部
は
分
刻
み
で
動
い
て
い
る
と
い
う
。
な
お
神
田
区
で
は
、
数
年
前

ま
で
は
交
渉
部
か
ら
一
人
を
青
年
協
に
出
向
さ
せ
て
い
た
が
、
交
渉
部
の
人
数

不
足
に
よ
り
、
進
行
部
か
ら
出
向
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
神か
ん
姫ひ
め
部
は
先
導
車
の
運
行
管
理
を
担
当
す
る
。
か
つ
て
は
全
て
の
区
で
女
性

が
山
車
に
乗
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
そ
の
慣
例
を
踏
襲
し
て
い

る
の
は
神
田
区
だ
け
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
現
在
で
は
囃
子
の
担
い
手
と
し

て
女
性
も
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
神
田
区
で
は
女
性
は
先
導
車
で

囃
子
を
奏
し
、「
小
競
り
合
い
」
と
い
っ
て
区
内
で
余
興
的
に
山
車
（
男
性
）

と
先
導
車
（
女
性
）
が
競
り
合
い
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
神
田
区
に
は
木
遣
部
が
あ
る
。
宮
ま
い
り
終
了
後
に
各
区
が
境
内
を
出
る
際

に
は
、神
田
の
木
遣
部
が「
大
宮
木
遣
り（
神
田
木
遣
り
）」を
う
た
っ
て
見
送
る
。

ま
た
神
田
区
内
で
は
、
宮
ま
い
り
に
出
発
す
る
際
の
「
出
の
儀
」
や
最
終
日
に

青
年
が
浅
間
大
社
へ
御
幣
返
却
に
行
く
際
に
も
木
遣
が
う
た
わ
れ
る
。

　
神
田
で
手
古
舞
の
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
の
は
芸
者
の
師
匠
で
あ
る
。
現

在
で
は
芸
者
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
平ひ
ら
馬ま

一か
ず
衛え

さ
ん
（
昭
和
一
六
年
生
）
に
よ

る
と
、
神
田
区
内
に
は
か
つ
て
芸
者
の
置
屋
が
数
多
く
あ
り
、
二
〇
～
三
〇
人

の
芸
者
を
抱
え
る
大
き
な
置
屋
も
あ
っ
た
。
割か
っ
烹ぽ
う
旅
館
も
多
く
、
富
士
・
吉
原

の
製
紙
業
者
が
そ
れ
ら
の
旅
館
に
芸
者
を
呼
ん
で
取
引
先
の
接
待
を
し
た
の
だ

と
い
う
。
平
馬
さ
ん
の
母
親
（
大
正
五
年
生
）
は
日
本
髪
を
結
う
こ
と
が
で
き

る
髪
結
い
で
、
美
容
師
を
一
三
、四
人
も
雇
っ
て
芸
者
の
整
髪
を
し
て
い
た
。

常と
き
磐わ

区
で
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
底
抜
け
屋
台
を
新
造
し
て
翌
年
に
は

芸
者
を
乗
せ
て
練
り
歩
き
（
一
九
九
四　
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
）、
か
つ
て

は
神
田
の
屋
台
に
も
芸
者
が
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
全
て
の
区
で
芸
者
が
祭
り

に
関
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
商
い
の
中
心
地
と
し
て
長
く
栄
え
て
き

た
大
宮
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
祭
り
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

役　職 人数（兼任を含む） 役　　割 備　　考

祭典長 1 全体を統括 ＝区長

副祭典長 3 祭典長を補佐 ＝町内会長

大老 8 相談役

財務部 14 会計係、会所で祝儀の管理 財務部長＝区会計

総務部 4 名簿作成など庶務担当 区総務３名を含む

総進行部長
（青年長） 1 山車運行の責任者 ＝睦

むつみ

会
かい

（青年会）会長

睦会相談役 3 睦会を補佐 ＝睦会後見

交渉部 6
競り合いや出入区の立ち合い、山
車の先導

進行部 5 山車の運行管理 うち１名青年協出向

放送部 4 音響、司会進行

手子方 ３＋有志 山車の操作 事前に梃
て

子
こ

棒
ぼう

作り

囃子方 3 囃子担当

神姫部 3 先導車の運行管理 睦会の女性

舞踊部 ４＋有志 踊り担当

木遣部 神田木遣連 木遣担当

交通保安部 ７＋警備員 交通整理

給食部 ８＋隣
りん

保
ぽ

班長 食事・接待・土産の手配 食事の時間と数は進行部が指示

会所部 ９＋婦人部・隣保班長 会所の管理、接待 大老や財務部との兼務が多い

救護部 4 ケガや急病への対応

手
て

古
こ

舞
まい

部 2 手古舞の責任者 奉仕者母（子ども会）

手古舞付添 3 手古舞奉仕者の世話 同上

手古舞指導 1 手古舞の指導 芸者師匠

手古舞奉仕 5 手古舞担当 小 5 ～中２女子
　

写真 3-13　神立区の役職を示す襷
たすき

写真 3-14　浅間区との区境で常磐区の山車
　　　　　 を迎える神田区交渉

表 3-5　神田区祭典組織表（令和 5 年）
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山
車
・
屋
台
祭
り
と
祭
囃
子

　
富
士
宮
ま
つ
り
初
日
の
一
一
月
三
日
午
前
九
時
、富
士
山
本
宮
浅
間
大
社（
以

下
、
浅
間
大
社
）
氏う
じ
子こ

町
内
二
〇
区
の
参
加
者
が
浅
間
大
社
に
参
集
す
る
。
こ

れ
を
「
宮
ま
い
り
」
と
い
い
、
各
区
の
会
所
か
ら
隊
列
を
組
ん
で
祭ま
つ
り

囃ば
や
子し

を
演

奏
し
な
が
ら
境
内
に
入
る
。
三
日
間
の
祭
り
で
は
、
山だ

車し

や
屋
台
の
上
で
囃
子

を
演
奏
し
て
い
る
が
、
宮
ま
い
り
の
と
き
は
太
鼓
を
木
枠
に
セ
ッ
ト
し
、
両
脇

の
人
が
担
ぎ
な
が
ら
移
動
し
て
い
く
（
写
真
３−

15
）。
一
般
的
に
は
太
鼓
台

な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
が
、
富
士
宮
市
で
の
呼
称
は
と
く
に
な
い
。

　
道
中
で
演
奏
す
る
の
は
〈
道
囃
子
〉
と
い
う
演
目
で
あ
る
。〈
道
囃
子
〉
の

ほ
か
に
、
三し
ゃ
味み

線せ
ん
が
入
る
竹た
け
雀す
ず
め

・
篭か
ご
鞠ま
る
・
か
ぞ
え
う
た
な
ど
寄
席
囃
子
に
使
わ

れ
る
演
目
を
取
り
入
れ
る
区
も
あ
る
。
か
つ
て
山
車
や
屋
台
が
ま
だ
整
わ
な

か
っ
た
時
代
に
は
、
祭
囃
子
の
演
奏
は
こ
の
よ
う
な
木
枠
に
大
小
の
太
鼓
を

セ
ッ
ト
し
て
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
屋
台
が
な
く
て
も
、
ま
た
屋
台
の

よ
う
な
大
き
な
曳ひ

き
も
の
が
入
れ
な
い
小
路
で
も
、
太
鼓
枠
だ
け
で
祭
囃
子
を

奏
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
富
士
宮
の
山
車
・
屋
台
の
曳ひ

き
回
し
は
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
徐
々
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
山
車
・
屋
台
の
上
で
奏
さ

れ
る
祭
囃
子
は
、
当
初
は
独
自
で
演
奏
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
大
宮
の
ま
ち

以
外
で
先
行
し
て
祭
囃
子
を
行
っ
て
い
る
所
か
ら
人
材
を
招
い
て
演
奏
し
て
も

ら
っ
た
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
少
し
ず
つ
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

伝
承
の
域
は
出
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
祭
囃
子
の
伝で
ん
播ぱ

に
つ
い
て

整
理
し
て
み
た
い
。

第
三
節
　
　
富
士
宮
囃
子
と
大
宮
木
遣
り

写真 3-15　太鼓の枠を担いで進む（道囃子）
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大
宮
の
祭
囃
子
の
誕
生

　
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
の
浅
間
大
社
の
秋
の
例
祭
時
、
尋じ
ん
常じ
ょ
う

小
学
校
五

年
生
だ
っ
た
社し
ゃ
人に
ん
町
（
宮
本
区
）
の
村
上
喜よ
し
已み

氏
は
「
大
宮
浅
間
秋
祭
り　
大

宮
祭
り
ば
や
し　
夜よ

噺ば
な
し

」
で
、
祭
礼
囃
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る

（
村
上　
一
九
六
七
）。

練
り
物
の
屋
台
は
、
今
泉
方
面
か
ら
の
借
り
物
で
あ
っ
た
と
記
憶

す
る
。
囃
し
方
も
、
駿
東
郡
浮
島
村
根ね

古ご

屋や

か
ら
三
名
の
囃
子
連

を
招し
ょ
う

聘へ
い
、
是こ
れ

に
、
村
松
、
赤
堀
等
の
先
輩
が
弟
子
格
で
参
加
編
成

さ
れ
た
。

　
当
時
の
宮
本
町
で
は
戸
数
人
数
が
足
り
ず
、
西
側
に
隣
接
す
る
寺て
ら

地じ

（
寿
こ
と
ぶ
き

町ち
ょ
う

）
と
合
同
で
「
寿
」
と
い
う
祭
り
組
を
編
成
し
、
屋
台
は
現
在
の
富
士
市
今

泉
の
も
の
を
借
り
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
屋
台
に
乗
る
囃
し
方
も
現
在
の
沼

津
市
根
古
屋
か
ら
三
人
の
囃
子
連
を
招
い
て
、
そ
こ
に
地
元
の
二
人
の
先
輩
が

弟
子
と
し
て
同
乗
し
て
演
奏
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
当
時
は
ま
だ
大
宮
の
ま
ち
に
祭
囃
子
の
連
や
組
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
沼
津
市
の
根ね

方が
た
方
面
に
い
た
囃
子
連
を
招
き
、
教
え
を
請

い
な
が
ら
演
奏
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
様
の
話
は
福ふ
く
地ち

区
や
羽は

衣ご
ろ
も

区
で
も
伝

わ
り
、
神
田
で
も
当
初
は
根
古
屋
に
囃
子
を
習
い
に
行
っ
た
の
だ
と
い
う
。
ま

た
、
根
古
屋
出
身
の
水
口
正
道
氏
（
通
称
根ね

古ご

市い
ち
さ
ん
）
は
、
明
治
末
ご
ろ
に

頼
ま
れ
て
秋
祭
り
に
笛
を
吹
き
に
来
た
が
、
競
り
合
い
の
恨
み
で
唇
を
切
ら
れ

た
と
い
う
話
も
残
る（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会　
一
九
九
四
）。
し
か
し
、現
在
、

沼
津
市
根
古
屋
に
祭
囃
子
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。
大
宮
の
ま
ち
か
ら
富
士
市

吉
原
を
経
て
、愛あ
し
鷹た
か
山
麓
の
根
方
街
道
沿
い
に
進
め
ば
沼
津
市
根
古
屋
で
あ
る
。

現
在
、
富
士
市
吉
原
で
も
六
月
の
天て
ん
王の
う
祭さ
い
（
吉
原
祇ぎ

園お
ん
祭さ
い
）
で
山
車
・
屋
台
が

曳
か
れ
祭
囃
子
が
奏
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３−

16
）。
大
宮
の
祭
囃
子
は
江
戸

を
発
祥
と
す
る
葛か

西さ
い
囃
子
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、当
時
は
、

江
戸
の
祭
囃
子
が
根
古
屋
辺
り
ま
で
伝
播
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
今

日
の
富
士
宮
囃
子
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
祭
囃
子
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
現
在
の
よ
う
な
演
目
に
整
え
ら
れ
て

い
く
。
し
か
し
、
大
宮
の
ま
ち
全
体
が
同
じ
囃
子
を
演
奏
し
た
か
と
い
う
と
、

山
車･

屋
台
の
建
造
と
同
じ
く
各
町
内
で
個
性
が
あ
っ
た
。
富
士
宮
囃
子
は
、

笛
が
リ
ー
ダ
的
役
割
を
担
い
、
大
太
鼓
と
小
太
鼓
が
リ
ズ
ム
を
打
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
の
で
、
笛
の
師
匠
が
そ
の
囃
子
の
特
徴
を
決
定
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
に
大
宮
の
ま
ち
が
肥
大
化

し
、
祭
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
大
宮
の
ま
ち
の
経
済
的
発
展
が
深
く

関
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
宮
が
製
糸
産
業
の
隆
盛
に
よ
っ
て
ま
ち
が
大
き

く
発
展
し
、
富
士
身
延
鉄
道
の
開
通
に
伴
い
、
富
士
市
吉
原
や
山
梨
県
方
面
と

の
交
易
の
結
節
点
と
な
っ
て
、
商
談
の
場
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
時
期
は
県
下
で
最
も
芸
者
の
多
い
町
と
言
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
祭
り
も
当
時
の
流
行
を
取
り
入
れ
つ
つ
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
宮

本
区
の
井
上
歳
丸
氏
の
「
は
や
し
方
の
弁
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
（
井
上　
一
九
六
六
）。

写真 3-16　吉原祇園祭の祭囃子
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「
聖
天
（
シ
ョ
ウ
デ
ン
）」「
四
丁
目
（
シ
チ
ョ
ウ
メ
）」
と
い
う
三

味
、
ツ
ヅ
ミ
な
ど
が
入
っ
て
屋
台
ば
や
し
、「
ニ
ク
ズ
シ
」、「
ヤ
タ

イ
」
が
山
車
ば
や
し
、
何
と
い
っ
て
も
大
宮
ば
や
し
の
真
骨
頂
は

こ
の
山
車
ば
や
し
、い
わ
ゆ
る
喧け
ん
嘩か

ば
や
し
と
い
わ
れ
る
「
ヤ
タ
イ
」

で
す
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、〈
聖
天
・
昇
殿
〉・〈
四
丁
目
〉
は
三し
ゃ

味み

線せ
ん

や
鼓つ
づ
み

が
入
る
屋

台
囃
子
、〈
に
く
ず
し
〉・〈
屋
台
〉
は
山
車
囃
子
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
競
り
合
い
で
演
奏
す
る
〈
屋
台
〉
が
、
喧
嘩
囃
子
と
呼

ば
れ
る
演
目
で
あ
る
。
演
目
と
楽
器
に
つ
い
て
は
、
先
の
村
上
氏
も
大
正
初
期

に
は
〈
聖
天
〉・〈
に
く
ず
し
〉・〈
屋
台
〉
程
度
で
三
味
線
も
な
か
っ
た
が
、
昭

和
初
期
に
大
宮
の
花か

柳り
ゅ
う

界か
い
が
県
下
で
も
異
例
の
躍
進
発
展
を
遂
げ
、
芸
者
の
祭

り
参
加
が
一
部
の
町
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

今
日
の
地
踊
り
も
大
正
末
期
ま
で
は
無
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。同
氏
に
よ
れ
ば
、

「
藤
枝
祭
り
の
地
踊
り
」
を
昭
和
の
初
期
、
大
宮
祭
り
に
真
似
さ
せ
て
演
じ
た

の
が
「
大
宮
祭
り
の
地
踊
り
」
の
始
ま
り
だ
と
い
う
（
村
上　
一
九
六
七
）。

　
現
在
も
、
女
性
が
山
車
に
乗
れ
な
い
区
が
あ
る
が
、
屋
台
は
ソ
コ
ノ
ケ
屋
台

（
底
抜
け
屋
台
の
こ
と
）
で
、
芸
者
衆
な
ど
が
三
味
線
を
奏
し
な
が
ら
巡
行
す

る
も
の
、
山
車
は
若
い
衆
が
太
鼓
台
で
囃
し
な
が
ら
練
る
も
の
、
と
い
う
区
別

が
あ
り
、
演
奏
さ
れ
る
演
目
も
決
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

大
宮
囃
子
か
ら
富
士
宮
囃
子
へ

　
以
上
の
よ
う
に
、
各
区
で
祭
囃
子
は
そ
れ
ぞ
れ
発
展
し
て
き
た
が
、
大
正
か

ら
昭
和
一
〇
年
代
前
半
は
、
こ
の
祭
囃
子
を
総
称
し
て
大
宮
の
名
前
を
冠
し
た

「
大
宮
囃
子
」
あ
る
い
は
「
大
宮
祭
囃
子
」
と
呼
ん
で
い
た
。
や
が
て
、
昭
和

一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
大
宮
町
と
富
丘
村
が
合
併
し
て
富
士
宮
市
が
誕
生
し

た
。
そ
こ
で
、
囃
子
名
も
「
富
士
宮
囃
子
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
祭
り
が
し
だ
い
に
低
迷
す
る
よ
う
に
な
る
。
要

因
は
、
昭
和
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
行
政
区
の
分
離
独
立
や
青
年
層
の
祭
り
離

れ
に
よ
る
。祭
り
の
低
迷
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、昭
和
四
〇
年（
一
九
六
五
）

一
一
月
四
日
に
文
化
連
盟
が
主
催
し
て「
富
士
宮
ば
や
し
保
存
発
表
会
」を
行
っ

た
。
翌
四
一
年
に
市
長
を
保
存
会
長
に
据
え
、
同
年
八
月
に
は
富
士
宮
囃
子
を

富
士
宮
市
無
形
文
化
財
に
指
定
し
た
。

　
し
か
し
、
無
形
文
化
財
指
定
後
も
数
年
で
保
存
会
活
動
は
し
だ
い
に
衰
え
、

組
織
の
改
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
旧
保
存
会
で
技
術
指
導
を
担
当
し
て
い
た

人
々
が
「
富
士
宮
ば
や
し
保
存
会
湧
玉
会
」
と
い
う
会
を
作
り
、
各
町
内
会
の

求
め
に
応
じ
て
囃
子
の
指
導
に
努
め
て
き
た
。
主
に
、
太
鼓
の
指
導
は
遠
藤
照

夫
氏
が
、笛
の
指
導
は
有
賀
敏
治
氏
が
行
い
、祭
囃
子
の
伝
承
を
守
っ
て
き
た
。

昭
和
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
祭
り
は
徐
々
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
昭
和
六
一

年
（
一
九
八
六
）
に
秋
ま
つ
り
青
年
協
議
会
が
発
足
し
た
（
富
士
宮
ま
つ
り
青

年
協
議
会　
二
〇
二
三
）。

　
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
県
指
定
を
契
機
に
秋
ま
つ
り
青
年
協
議
会
内
に

仮
に
設
置
さ
れ
て
い
た
保
存
会
を
改
め
、
富
士
宮
市
内
の
秋
祭
り
祭
典
実
施
区

と
囃
子
を
保
存
伝
承
す
る
団
体
に
よ
っ
て
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
八
月
に
富

士
宮
囃
子
保
存
会
を
発
足
さ
せ
た
。

富
士
宮
囃
子
の
特
徴

　
富
士
宮
囃
子
の
楽
器
編
成
は
、
大
太
鼓
一
人
・
小
太
鼓
二
人
・
笛
一
人
・
摺す
り

鉦が
ね
（
以
下
、
鉦
）
一
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、
笛
と
鉦
は
二
人
以
上
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
大
太
鼓
は
長な
が
胴ど
う
太
鼓
、
小
太
鼓
は
締
太
鼓
で
あ
る
が
、
富
士
宮
で
は

大
太
鼓
を
オ
オ
ド
ま
た
は
オ
オ
ド
ー
、
小
太
鼓
を
キ
ン
ド
（
ン
）
ま
た
は
キ
ン

ド
ー
と
呼
び
、
太
鼓
台
の
木
枠
に
は
山
車・屋
台
に
向
か
っ
て
左
側
に
オ
オ
ド
、

中
央
と
右
側
に
キ
ン
ド
を
据
え
る
。
中
央
の
小
太
鼓
を
ナ
カ
ド
ー
（
中
胴
）
ま
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た
は
ナ
カ
、
左
側
を
ソ
ト
ド
ー
（
外
胴
）
ま
た
は
ソ
ト
と
呼
び
分
け
る
。
そ
の

後
列
に
笛
と
鉦
が
並
ぶ
（
写
真
３−

17
）。

　
キ
ン
ド
の
二
人
は
揃
っ
て
基
本
の
リ
ズ
ム
を
打
つ
。熟
練
者
は
ナ
カ
を
打
ち
、

笛
の
切
替
え
の
合
図
で
号
令
を
か
け
る
役
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
オ
ド
は
キ
ン
ド

と
の
掛
け
合
い
を
し
な
が
ら
、
笛
に
対
応
し
て
打
ち
分
け
や
工
夫
を
加
え
る
。

鉦
は
キ
ン
ド
と
対
応
し
て
リ
ズ
ム
を
刻
む
。
笛
は
囃
子
の
リ
ー
ダ
役
で
、
太
鼓

の
リ
ズ
ム
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
の
せ
、
演
目
の
切
替
え
の
合
図
を
出
す
。
囃
子
を

習
う
際
に
は
、
キ
ン
ド
か
ら
始
め
、
次
に
オ
オ
ド
、
最
後
に
笛
の
順
に
行
う
が
、

区
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。鉦
も
習
う
順
番
は
区
に
よ
っ
て
異
な
る
。楽
器
は
別
々

に
習
う
の
で
は
な
く
、
笛
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聴
き
な
が
ら
太
鼓
の
稽
古
を
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
な
い
と
、
笛
と
合
わ
な
い
ば
か
り
か
、「
飴あ
め
屋
の
太
鼓
」

の
よ
う
に
派
手
に
叩
く
だ
け
の
太
鼓
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　
太
鼓
の
準
備
も
入
念
に
行
う
。購
入
元
は
浅
草
の
宮み
や
本も
と
卯う

之の

吉き
ち
商
店
が
多
く
、

富
士
宮
の
キ
ン
ド
は
な
る
べ
く
強
く
張
っ
て
も
ら
い
高
い
音
が
出
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
オ
オ
ド
は
響
き
方
に
よ
り
高
い
音
を
好
む
区
と
低
い
音
を
好
む
区
と

さ
ま
ざ
ま
で
、
革
の
張
り
方
も
異
な
る
と
い
う
。
キ
ン
ド
の
革
は
ボ
ル
ト
で
締

め
る
四
丁
掛
け
ま
た
は
五
丁
掛
け
の
タ
イ
プ
で
、
大
正
期
か
ら
ナ
ッ
ト
で
締
め

あ
げ
て
い
る
。
笛
は
獅し

子し

田だ

流
の
七
穴
の
篠し
の
笛ぶ
え
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
入
念
な
準
備
は
、
競
り
合
い
と
呼
ば
れ
る
祭
囃
子
の
競
演
の
た

め
の
も
の
で
あ
る
。〈
屋
台
〉
は
テ
ン
ポ
が
速
く
曲
調
が
笛
の
切
替
え
で
変
化

し
て
い
く
。
こ
の
切
替
え
を
切
返
し
な
ど
と
も
い
い
、「
一
の
切
替
え
」
ま
た

は
「
一
の
玉
」、「
二
の
切
替
え
」、「
二
の
玉
」
と
い
っ
た
り
、「
テ
ン
ド
ッ
コ
イ
」、

「
玉
」
と
い
っ
た
り
す
る
所
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、〈
屋
台
〉
の
演
目
に
変

化
が
生
じ
、
祭
り
の
高
揚
感
を
さ
ら
に
増
す
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
（
富
士

宮
市
教
育
委
員
会　
一
九
九
七
）。

　
競
り
合
い
の
始
ま
り
は
、
か
つ
て
す
れ
違
い
も
困
難
な
狭
い
道
で
、
山
車
・

屋
台
を
曳
く
区
同
士
が
道
を
通
る
た
め
、
祭
囃
子
で
競
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し

写真 3-17　楽器編成
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て
い
る
。
相
手
の
囃
子
の
リ
ズ
ム
を
狂
わ
せ
た
方
が
勝
ち
、負
け
た
方
が
山
車・

屋
台
を
引
き
下
げ
て
道
を
譲
り
、
勝
っ
た
組
は
〈
聖
天
・
昇
殿
〉
を
奏
し
な
が

ら
進
ん
だ
と
い
う
。
現
在
、
こ
の
よ
う
な
競
り
合
い
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

各
区
で
事
前
に
交
渉
が
設
け
ら
れ
、
競
り
合
い
の
細
部
に
つ
い
て
取
り
決
め
が

行
わ
れ
て
い
る
（
富
士
宮
ま
つ
り
青
年
協
議
会　
二
〇
二
三
）（
写
真
３−

18
）。

　
現
在
、
富
士
宮
囃
子
の
主
要
な
演
目
は
〈
道
囃
子
〉・〈
に
く
ず
し
〉・〈
屋
台
〉・

〈
聖
天
・
昇
殿
〉
の
四
曲
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、〈
い
ち
く
ず
し
〉・〈
に
く
ず
し

く
ず
し
〉・〈
さ
ん
く
ず
し
〉・〈
石
田
〉・〈
通
り
囃
子
〉
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
囃

す
機
会
に
恵
ま
れ
ず
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
演
目
で
あ
る
と
い
う
（
富
士
宮
ま
つ
り

青
年
協
議
会　
二
〇
二
三
）。

　
参
加
二
〇
区
が
そ
ろ
う
宮
ま
い
り
で
は
、〈
に
く
ず
し
〉
か
ら
〈
屋
台
〉
を

一
斉
に
奏
す
る
。
ま
た
山
車・屋
台
の
曳
き
回
し
時
に
は〈
に
く
ず
し
〉を
奏
し
、

競
り
合
い
で〈
屋
台
〉を
奏
す
る
。
そ
こ
で
、か
つ
て
は
い
つ
競
り
合
い
に
な
っ

て
も
囃
子
を
止
め
ず
に
即
応
で
き
る
よ
う
に
、
切
替
え
で
〈
に
く
ず
し
〉
か
ら

〈
屋
台
〉へ
と
つ
な
ぐ
工
夫
が
さ
れ
た
。
ま
た
、宮
本
区
で
は〈
聖
天
〉か
ら〈
に

く
ず
し
〉
へ
の
切
替
え
も
あ
り
、
神
田
区
で
は
〈
四
丁
目
〉
か
ら
〈
屋
台
〉
へ

つ
な
い
だ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
各
区
で
工
夫
し
て
個
性
を
出
し
て
い
た
様

子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

大
宮
木き

遣や

り
の
伝
統

　
富
士
宮
ま
つ
り
で
は
、神
田
区
が
宮
ま
い
り
に
あ
た
っ
て
木き

遣や
り
を
奉
納
す
る
。

ま
ず
会
所
を
出
発
す
る
出
の
儀
に
お
い
て
う
た
わ
れ
、
宮
ま
い
り
で
各
町
内
が

境
内
を
出
る
際
に
も
う
た
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
祭
り
最
終
日
に
浅
間
大
社
か
ら

い
た
だ
い
た
御ご

幣へ
い
を
返
却
す
る
際
に
も
、
木
遣
を
う
た
い
な
が
ら
参
拝
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
木
遣
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
ご
ろ
の
記
録
に
あ
る

と
い
わ
れ
、
ほ
か
の
組
で
も
う
た
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
昭
和
初
年
に
そ

の
伝
統
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）、
明
治

写真 3-18　現在の競り合い
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百
年
祭
記
念
に
あ
た
り
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
神
田
区
に
大
宮
木
遣
り
保
存
会

が
発
足
し
、
明
治
百
年
祭
の
秋
祭
り
に
神
前
に
奉
納
し
た
と
い
う
（
神
田
区　

二
〇
〇
〇
）。
大
宮
木
遣
り
保
存
会
の
栞し
お
り

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
末
期
、大
正
初
期
小
山
廣ひ
ろ
吉よ
し
翁お
う
の
篤と
く
志し

に
守
ら
れ
、伝
え
ら
れ
、

宮
詣
り
町
内
練
行
の
際
各
組
と
も
盛
ん
に
唄
は
る
。（
中
略
）
百
年

祭
、
秋
祭
り
実
行
に
あ
た
り
、
神
田
区
民
村
上
君
松
翁
、
時
の
神

田
区
長
横
関
欽き
ん

氏
と
語
り
、
復
活
保
存
を
計
り
、
神
田
区
民
を
中

心
と
し
て
研け
ん
鑽さ
ん
拡
大
に
努
む
。

 　
現
在
、
大
宮
木
遣
り
は
神
田
区
の
み
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
た
め
、
神
田
木
遣

り
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
神
田
区
で
は
音
頭
取
り
を「
兄
キ
ヤ
リ
」ま
た
は「
兄
」

と
呼
び
、
声
が
朗
々
と
響
く
美
声
の
持
ち
主
が
当
た
っ
た
。
そ
れ
に
唱
和
す
る

集
団
を
「
弟
キ
ヤ
リ
」
ま
た
は
「
弟
」
と
い
い
、神
田
壮
年
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー

が
務
め
た
。〈
手
古
〉
と
呼
ば
れ
る
唄
で
は
、

朝
日
で
解
け
る　
解
け
て
流
れ
て　
池
の
湧わ
く
玉た
ま

う
つ
す
浅
間
の　
朱
け
の
御
柱　
千
代
に
八
千
代
に

 

と
、
湧
玉
池
と
浅
間
大
社
を
愛
で
る
祝
い
の
言
葉
が
入
っ
て
い
る
。
昭
和
四
三

年
以
降
、
毎
年
秋
祭
り
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
一
時
期
兄
キ
ヤ
リ
が
不
在
と

な
っ
た
た
め
、
木
遣
の
奉
納
は
再
び
途
絶
え
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
村
上
君
松

（
喜よ
し

已み

）
氏
の
指
導
を
受
け
て
い
た
小
長
井
英
雄
氏
が
兄
キ
ヤ
リ
を
務
め
た
こ

と
に
よ
り
復
活
し
、
そ
の
伝
統
は
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
（
写
真
３−

19
）。

写真 3-19　大宮木遣り
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江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代

　
全
国
各
地
の
祭
礼
で
曳ひ

か
れ
る
造
り
物
の
呼
称
は
、
山だ

車し

・ダ
ン
ジ
リ・鉾ほ
こ・山・

屋
台
な
ど
多
様
で
あ
る
が
、
富
士
宮
で
は
後
部
に
迫せ

り
上あ

げ
（
鉾
台
）
の
あ
る
も

の
を
山
車
、
な
い
も
の
を
屋
台
と
呼
ん
で
い
る
。

　
現
存
す
る
富
士
宮
の
山
車
・
屋
台
は
、
祭
典
区
二
〇
区
の
二
〇
台
（
写
真
は

二
二
九
～
二
三
三
ペ
ー
ジ
）
と
、
共
同
催
事
な
ど
に
参
加
せ
ず
町
内
回
り
の
み
を

す
る
町
内
曳
き
の
屋
台
四
台
（
写
真
３−

20
～
23
）、
合
わ
せ
て
二
四
台
、
そ
れ
に

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
か
ら
曳
か
れ
な
く
な
り
格
納
さ
れ
て
い
る
日
の
出
区
の

屋
台
の
合
計
二
五
台
で
あ
る
。
ま
た
、
湧
玉
神
立
の
旧
屋
台
は
解
体
さ
れ
て
倉
庫

に
格
納
さ
れ
て
い
る
。

　

今
に
残
る
最
古
の
屋
台
は
湧
玉
貴
船
の
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
建
造
で

一
一
〇
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
各
区
の
山
車
・
屋
台
は
そ
れ
ぞ
れ
補
修
改
造
な

ど
を
繰
り
返
し
て
使
用
し
て
き
た
。
主
な
補
修
履
歴
を
略
年
表
に
し
た
が
（
表
３

−

６
）、
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
車
輪
・
鉾
台
・
彫
刻
な
ど
細
部
の
補
修
は
経
年
劣
化

な
ど
に
よ
り
必
要
と
な
る
。

　
富
士
宮
に
お
い
て
い
つ
頃
か
ら
山
車
・
屋
台
が
曳
か
れ
て
い
た
か
。
そ
れ
を
知

る
文
献
資
料
と
し
て
、天て
ん

保ぽ
う
一
四
年
（
一
八
四
三
）
か
ら
文ぶ
ん

久き
ゅ
う

三
年
（
一
八
六
三
）

ま
で
書
か
れ
た
『
袖そ
で

日に
っ

記き

』
が
残
さ
れ
て
い
る
（
本
章
第
一
節
）。
こ
の
中
の
万ま
ん

延え
ん
元
年
（
一
八
六
〇
）
七
月
六
日
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

浅
間
様
御
祭
礼　

東
町
若
イ
衆
家
台
出
ス　

夜
九
ツ
過
神
田
橋
ニ

至
る　
（
略
）　

家
台
明
七
日
社
領
を
引　

芝
居
役
者
交
り　

新
宿

熊
吉
と
申
若
者
踊
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
は
筆
者
）

 「
家
台
」
は
屋
台
の
こ
と
で
あ
る
。

第
四
節
　
　
山
車
と
屋
台

写真 3-21　咲花組
　　　　　   昭和 57 年建造屋台

写真 3-20　磐穂常磐連
　　　　　   昭和 47 年補修屋台
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ま
た
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
九
月
一
一
日
に
は

今
夜
半
若
イ
者
神
田
橋
ニ
お
い
て
ダ
シ
俄に
わ
か

の
儀
は
じ
め
候
処　

大

雨
ニ
て
休
ミ
ニ
相
成
事　

十
二
日
暁
ニ
家
台
崩
す　

東
町
方
ニ
ハ

飾
り
物
牛
ニ
車
の
座
敷
か
ざ
り
あ
り

 

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
録
か
ら
、
江
戸
末
期
に
は
浅
間
神
社
の
祭
礼
で
屋
台
や

山
車
が
曳
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
山
車
・
屋
台
の
形
状
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
そ
の
後
は
明
治
時
代
末
期
ま
で
記
録
が
な
い
が
、
現
在
の
湧わ
く

玉た
ま

福ふ
く
地ち

立た
て
組ぐ
み
に
明

治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
一
月
三
日
山
車
新
築
落
成
式
の
集
合
写
真
が
残
っ
て

い
る
（
写
真
３−

24
）。
ま
た
、
現
在
も
補
修
し
な
が
ら
曳
い
て
い
る
湧
玉
松
山
組

の
山
車
は
、
同
年
に
沼
津
か
ら
購
入
し
て
き
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
形
は
三
輪
で
囃は
や

子し

台
に
屋
根
が
な
く
露
天
、
後
部
に
鉾
台
を
も
ち
「
日や
ま
と本
武た
け
る
の

尊み
こ
と

」
の
山
車
人
形
を

迫
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
（
写
真
３−

25
）。

写真 3-24　湧玉福地立組
明治 44 年山車新築落成式 (福地区蔵)

写真 3-25　湧玉松山組
明治 44 年購入の山車

写真 3-23　湧玉福地立組
　　　　　  平成 26 年建造屋台

写真 3-22　湧玉宮本
　　　　　  平成 20 年改造屋台
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大
正
時
代
か
ら
昭
和
時
代

　
大
正
に
入
る
と
、
各
町
が
次
々
と
山
車
・
屋
台
を
建
造
す
る
。
大
正
二
年
に
は
、

湧
玉
貴き

船ぶ
ね
（
当
時
は
寿
こ
と
ぶ
き

）
が
町
内
の
大
工
・
彫
刻
師
の
手
で
屋
台
を
造
り
上
げ

た
（
写
真
３−

26
）。
こ
の
屋
台
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
大
宮
町
大
火
の
復
興

祭
を
行
っ
た
年
に
寿
か
ら
現
在
の
貴
船
に
変
わ
り
、
現
在
も
ま
だ
補
修
し
な
が
ら

曳
い
て
い
る
。

　
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）、
こ
の
年
は
大
正
天
皇
御
大
典
奉
祝
の
年
で
、
当
時

は
御み

幸ゆ
き
を
名
の
っ
て
い
た
現
在
の
湧
玉
宮
本
が
山
車
を
建
造
す
る
。
同
年
に
湧
玉

神か
ん
立た
て
が
最
初
の
山
車
を
、
そ
の
後
は
同
七
年
（
一
九
一
八
）
に
磐い
わ
穂ほ

瑞み
ず
穂ほ

組
、
翌

年
に
磐
穂
常と
き
磐わ

連れ
ん
、同
一
〇
年（
一
九
二
一
）に
湧
玉
羽は

衣ご
ろ
も

、同
一
五
年（
一
九
二
六
）

に
磐
穂
浅あ
さ
間ま

連
が
次
々
と
山
車
・
屋
台
を
建
造
・
購
入
し
て
い
っ
た
。

　
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）、
明
治
時
代
か
ら
磐
穂
と
し
て
参
加
し
て
き
た
神

田
が
常
磐
と
分
か
れ
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
磐
穂
神
田
組
と
し
て
山
車
を

建
造
し
た
（
写
真
３−

27
）。
以
降
も
各
区
の
山
車
・
屋
台
は
建
造
、
補
修
が
続
い

て
い
く
が
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
不
幸
に
も
大
宮
町
の
大
火
で
磐
穂
大や
ま
と和

連
の
屋
台
が
焼
失
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
や
が
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
起
こ
り
、
戦
時
中
は
祭
り
が
中
止
と
な
る
。
戦
後

の
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
か
ら
徐
々
に
青
年
団
が
結
成
さ
れ
て
い
き
、
次
第

に
戦
後
の
復
興
か
ら
祭
り
も
復
活
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
昭
和
二
一
年
、
ま
ず
湧
玉
神じ
ん
賀が

が
屋
台
を
建
造
し
、
同
年
初
め
て
祭
典
に
参
加

し
て
屋
台
を
曳
き
回
し
た
。
翌
二
二
年
（
一
九
四
七
）
湧
玉
神
立
が
屋
台
を
建
造

す
る
が
、こ
れ
は
大
正
四
年
に
造
っ
た
初
代
の
山
車
が
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）

に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、
湧
玉
神
立
は
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
に
山
車
を
建
造
し
た
際
に
、
初
代
の
山
車
と
同
様
の
加
藤
清
正
の

人
形
を
載
せ
た
。
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
現
在
、
昭
和
二
二
年
に
建
造
さ
れ
た

旧
屋
台
は
、
解
体
さ
れ
て
区
内
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３−

28
）。

　
磐
穂
木こ

の
花は
な

連
の
祭
り
参
加
は
比
較
的
新
し
い
。
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）

に
、
町
内
の
篤と

く

志し

家か

に
よ
っ
て
屋
台
が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
屋
台
は
平
成
九
年

（
一
九
九
七
）
に
山
車
を
建
造
し
た
後
、
磐
穂
阿あ

幸こ
う

地じ

に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
（
写

真
３−

29
）。

　
と
こ
ろ
で
、
神
田
川
か
ら
西
側
の
一
一
区
が
親お
や
名な

を
湧
玉
、
東
側
の
八
区
は
磐

穂
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、咲
花
組
に
は
親
名
は
つ
か
な
い
。
明
治
時
代
末
期
か
ら
、

旧
連れ
ん

雀じ
ゃ
く

・
青あ
お

柳や
ぎ

・
新し
ん

宿し
ゅ
く

と
合
同
で
咲
花
と
し
て
祭
り
に
参
加
し
て
き
た
。
大
正
四

年
に
は
大
正
天
皇
御
大
典
を
祝
い
、
山
車
の
曳
き
回
し
を
行
っ
た
。
こ
の
時
の
山

車
は
解
体
組
立
式
で
あ
っ
た
の
で
損
傷
も
多
く
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
市

制
施
行
一
〇
周
年
記
念
に
新
し
く
山
車
を
建
造
し
て
現
在
に
至
る
。

　
そ
の
後
も
市
制
周
年
記
念
に
あ
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
区
で
山
車
・
屋
台
の
建

造
や
補
修
が
行
わ
れ
て
き
た
（
表
３−

６
）。

　
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
に
な
っ
て
湧
玉
福
地
立
組
が
山
車
を
建
造
す
る
。

湧
玉
福
地
立
組
は
明
治
時
代
に
は
立た
て

宿じ
ゅ
く

の
「
湧
玉
立た
て

」
と
し
て
祭
り
に
参
加
し
て

い
た
が
、
戦
後
に
湧
玉
神
賀
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
は
湧
玉
琴こ
と

平ひ
ら

が
分

か
れ
て
独
立
し
て
い
く
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は
す
で
に
鍾し
ょ
う

馗き

の
人
形
を

載
せ
た
山
車
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
不
幸
に
も
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
の
公

会
堂
火
災
で
山
車
の
主
要
部
品
を
焼
失
し
た
た
め
山
車
も
廃
棄
処
分
の
憂う

き
目め

に

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
一
四
年
間
は
祭
り
の
参
加
が
で
き
ず
、
山
車
の
建
造
は
昭
和

六
二
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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写真 3-27　磐穂神田組

写真 3-28　湧玉神立（解体格納）
　　　　　 昭和 22 年建造旧屋台

写真 3-26　湧玉貴船

写真 3-29　磐穂阿幸地の旧屋台　平成 12 年に磐穂木の
　　　　　 花連より譲受
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平
成
時
代
以
降

　
現
在
曳
か
れ
て
い
る
多
く
の
山
車
・
屋
台
は
平
成
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
建
造
・

補
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
に
入
る
と
、
湧
玉
大
中
里
と
磐
穂
阿
幸
地
が
加
わ
り
全
二
〇
台
が
曳
き
回

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
磐
穂
常
磐
連
、
平

成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
は
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
で
湧
玉
羽
衣
・
湧
玉
大
中

里
・
湧
玉
高た
か
嶺ね

組
・
磐
穂
大
和
連
が
相
次
い
で
山
車
・
屋
台
を
建
造
し
た
。
平
成

六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
湧
玉
琴
平
が
、
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
建
造
の
屋

台
を
山
車
に
改
造
、
そ
の
二
年
後
に
は
天て
ん
狗ぐ

の
頭か
し
らが
寄
贈
さ
れ
人
形
を
載
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
は
湧
玉
神
立
が
山
車
を
建
造
。
平
成
一
四
年

（
二
〇
〇
二
）
に
磐
穂
城
山
組
が
、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
湧
玉
二
の
宮

が
山
車
を
建
造
し
た
。
ま
た
、
磐
穂
阿
幸
地
は
磐
穂
木
の
花
連
か
ら
譲
渡
さ
れ
て

い
た
屋
台
を
曳
い
て
い
た
が
、平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
に
屋
台
を
建
造
し
た
。

こ
の
よ
う
に
平
成
時
代
三
〇
年
間
で
二
〇
区
の
内
、
実
に
半
数
以
上
の
一
一
区
の

山
車
・
屋
台
が
新
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
日
の
出
区
は
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
屋
台
を
建
造
し
祭
り
に
参
加
し
て

き
た
。
し
か
し
、
平
成
五
年
か
ら
富
士
宮
ま
つ
り
に
参
加
で
き
な
く
な
り
、
以
降

は
屋
台
の
町
内
曳
き
を
行
っ
て
い
た
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
蔓
延
し
、
各
地
で
祭
り
行
事
の
自
粛
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
屋
台
の
町
内
曳
き
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
屋
台
は
現
在

も
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３−

30
）。

　
現
在
は
山
車
・
屋
台
の
建
造
・
補
修
が
進
み
、
富
士
宮
の
市
街
地
の
秋
は
華
や

か
な
山
車
・
屋
台
で
彩
ら
れ
て
い
る
。（
写
真
３−

31
）。

写真 3-30　日の出区（格納）
　　　　　 昭和 25 年建造屋台

写真 3-31　本宮で集まる山車・屋台
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区 初　代 主な建造・補修履歴 備　　考

大中里 昭和 63年（屋台譲受） 平成 4年（山車建造） 令和 2年（山車補修） 平成 3年までは福地から譲渡された屋台

神立 大正 4年（山車建造） 昭和 22年（屋台建造） 平成 8年（山車建造） 初代は昭和 12年の火災で焼失

貴船 大正 2年（屋台建造） 平成 18年（屋台補修）
昭和 9年まで「寿」として曳いていた屋台を「貴
船」に名称変更して引き継いだ

琴平 昭和 36年（屋台建造） 平成 6年（山車に改造） 平成 23年（山車補修） 初代の屋台を山車に改造

神賀 昭和 21年（屋台建造） 平成 2年（屋台補修）
立宿（福地・琴平・神賀）から昭和 17年に分か
れ戦後に神賀として参加

高嶺 不詳（屋台建造） 平成 4年（屋台建造） 昭和 30年から 34年まで置屋台

二の宮 平成 2年（屋台譲受） 平成 3年（屋台補修） 平成 19年（山車建造） 初代の屋台は神田より譲渡された

羽衣 大正 10年（山車購入） 平成 4年（山車建造） 平成 20年（山車補修） 初代の山車は中古を購入

福地 明治 44年（山車建造） 昭和 54年（屋台建造） 昭和 62年（山車建造） 初代の山車は立宿（湧玉立）として参加

松山 建造年不詳（山車購入） 昭和 62年（山車補修） 令和 2年（山車補修） 明治 44年に沼津の根古屋から購入

宮本 大正 4年（山車建造） 不詳（屋台に改造） 昭和57年（山車に改造）
大正４年に建造した山車を１度屋台に改造し、昭
和 57年にその屋台を山車に再度改造した

阿幸地 平成 12年（屋台譲受） 平成 30年（屋台建造） 初代の屋台は木の花より譲渡された

浅間 大正 15年（山車建造） 昭和 53年（山車補修） 平成４年（山車補修）
昭和 46年に山車を売却、昭和 53年に買い戻し
補修して現在に至る

神田 昭和 3年（山車建造） 昭和 57年（山車補修） 平成 2年（山車補修）
大正 12年に磐穂から独立して昭和３年に山車を
建造、磐穂の山車は常磐が所有した

木の花 昭和 26年（屋台建造） 平成 9年（山車建造）
昭和 36 年から 54 年までは山車の曳き回しを
休止

城山 昭和 26年（屋台建造） 昭和 63年（屋台譲受） 平成 14年（山車建造） 初代は手作り屋台、2代目は松山から譲渡された

常磐 大正 8年（屋台建造） 昭和 47年（屋台補修） 平成 2年（山車建造） 初代は底抜屋台、2代目屋台は現存する

瑞穂 大正 7年（山車建造） 平成 1年（山車補修） 平成 10年（山車補修） 平成 10年に囃子台の屋根をつける

大和 昭和 3年（屋台建造） 昭和 9年（山車建造） 平成 4年（山車建造） 初代屋台は昭和 7年に大宮町大火で焼失

咲花 明治年不詳（山車建造） 昭和 27年（山車建造） 平成 14年（山車補修） 初代の山車は組み立て式だった

表 3-6　山車・屋台の建造・補修履歴　（黄色は現在曳いている山車・屋台）　
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現
在
の
山
車
・
屋
台
の
分
類
お
よ
び
制
作
者

湧　玉

区
山車・屋台

出し 出し制作者 彫刻師
分類・形状 制作年 制作者

大中里 (おおなかざと)

湧玉大中里
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

平成４年
(1992)

内藤豊人
(富士宮市)

牛若丸
不明

(京都市)
欄間購入

神立 (かんたて )

湧玉神立
二重鉾台山車
(囃子台欄間仕様 )

平成８年
(1996)

内藤太郎
(富士宮市)

加藤清正
神谷良一

(愛知県高浜市)
塩川勇

(富士宮市 )

貴船 (きぶね )

湧玉貴船
囃子屋台

(唐破風平屋根６本柱 )

大正２年
(1913)

石川
(富士宮市)

ー ー
元田

(富士宮市 )

琴平 (ことひら )

湧玉琴平
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

平成６年
(1994) 屋
台から改造

望月三次
(富士宮市)

天狗
(琴平山
　　秋葉神)

佐藤公皎
町内有志
(富士宮市 )

塩川勇
(富士宮市 )

神賀 (じんが )

湧玉神賀
囃子屋台

(唐破風平屋根４本柱 )

昭和 21年
(1946)

山田和吉
(富士宮市)

ー ー 不明

高嶺 (たかね )

湧玉高嶺組
囃子屋台

(唐破風平屋根６本柱 )

平成４年
(1992)

小池工務店
(浜松市 )

ー ー
早瀬　宏
(浜松市 )

二の宮(にのみや)
湧玉二の宮

二重鉾台山車
(二層唐破風仕様 )

平成 19年
(2007)

安間工務店
(周智郡森町)

上山
(社殿 )

安間工務店
（周智郡森町）

三浦正志
(名古屋市 )

羽衣 (はごろも )

湧玉羽衣
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

平成４年
(1992)

佐野了
(富士宮市)

天女
亀八人形※1
( 周智郡森町)

塩川勇
(富士宮市 )

福地 (ふくち )

湧玉福地立組
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

昭和 62年
(1987)

山田八茂
山田勲

(富士宮市)
鍾馗

王乾伸
(台湾)

王乾伸
(台湾 )

松山 (まつやま )

湧玉松山組
二重鉾台山車
(三輪露天囃子台 )

明治 44年
(1911) 沼
津より購入

不明 日本武尊 不明 不明

宮本 (みやもと )

湧玉宮本
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

大正４年
(1915)

細田重作
(富士宮市)

諌鼓鶏
田中清
⽥中旭祥

(⼭梨県北杜市)

細田重作
(富士宮市 )
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磐　穂

区
山車・屋台

出し 出し制作者 彫刻師
分類・形状 制作年 制作者

阿幸地(あこうじ)
磐穂阿幸地

囃子屋台
(二層唐破風６本柱 )

平成 30年
(2018)

内田不二男
(富士宮市) ー ー

坪井由紀雄
坪井亮太
(富士宮市 )

浅間 (あさま )

磐穂浅間連
二重鉾台山車

(上山切妻 /前山唐破風 )

大正 15
(1925) 不明

社殿
不明

不明
平成 4年

（1992）改修 加藤正五 加藤正五
(富士宮市 )

神田 (かんだ )

磐穂神田組
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

昭和３年
(1928) 鈴木峯吉 猿田彦命

井筒※2
( 京都市)

板倉聖峯
(富士市 )

木の花(このはな)
磐穂木の花連

二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

平成９年
(1997)

内田雄三
内田不二男
(富士宮市)

木花之佐久
夜毘売命

神谷良一
(愛知県高浜市)

坪井正
坪井由紀雄
(富士宮市 )

城山 (しろやま )

磐穂城山組
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

平成 14年
(2002)

塩沢宏章
(富士宮市)

坂上
田村麻呂

井筒※2
( 京都市)

坪井正
坪井由紀雄
(富士宮市 )

常磐 (ときわ )

磐穂常磐連
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

平成２年
(1990)

内田雄三
内田不二男
(富士宮市)

素戔嗚尊
川崎人形※3

(さいたま市岩槻区)
近藤直登

(愛知県豊橋市 )

瑞穂 (みずほ )

磐穂瑞穂組
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

大正７年
(1918)

鈴木藤平
(富士宮市)

米俵・御幣 米俵：町内有志
御幣：浅間大社

不明

平成 10年
（1998）改修

塩沢宏章
(富士宮市)

坪井正
(富士宮市 )

大和 (やまと )

磐穂大和連
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

平成４年
(1992)

佐野幸一
(富士宮市) 源頼朝

三和人形※4
( 静岡市)

旧山車の再利用
井上重雄
(富士宮市 )

区
山車・屋台

出し 出し制作者 彫刻師
分類・形状 制作年 制作者

咲花 (さくはな )

咲花組
二重鉾台山車
(囃子台唐破風仕様 )

昭和 27年
(1952)

鈴木梅次
鈴木友治
(富士宮市)

神武天皇
井筒※2
( 京都市)

板倉聖峯
(富士市 )

　※ 1 ⻲⼋⼈形は現在：有限会社⼈形⼯房⻲⼋
　※ 2 井筒は現在 　　：株式会社井筒
　※ 3 川崎⼈形は現在：株式会社光本
　※ 4 三和⼈形は現在：株式会社三和

表 3-7　現在の山車・屋台の分類および制作者　（「−」は屋台のため出しがない）
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山
車
・
屋
台
の
構
造
　

−

部
位
の
名
称
・
解
説

−

出し（人形・造り物）
※写真の出しは人形

上高欄
こうらん

しゃ みせんどう

おにいた

わきしょうじ

き     ばな

から    は 　  ふ

げ　ぎょ

こぶしばな

上三味線胴

四方幕

迫り上げ（鉾台）

見送り（背面）

胴（下三味線胴）

木鼻（拳鼻）

車輪

鬼板

唐破風

唐破風懸魚

囃子台

脇障子

下高欄

せいご台（腰板）

写真 3-32　磐穂神田組の山車

写真 3-33　湧玉高嶺組の屋台
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写真 3-34　迫り上げ装置
　　　　　（磐穂浅間連）

写真 3-35　手動式の迫り上げ装置
　　　　　（咲花組）

写真 3-36　電動式の迫り上げ操作
　　　　　（磐穂浅間連）

木
鼻
（
拳
鼻
）

見
送
り

迫
り
上
げ

　（
鉾
台
）

幕
（
緞ど
ん

帳ち
ょ
う

）

三
味
線
胴

高
　
欄

出
し

(

人
形
・

　
　
造
り
物)

虹こ
う

梁り
ょ
うな
ど
の
端
が
柱
か
ら
突
出
し
た
部
分
で
、
拳
鼻
は
木
鼻
の
拳
形
を
し
た

も
の
で
唐
草
・
浪
の
文
様
が
多
く
つ
け
ら
れ
る
。

山
車
の
背
面
の
こ
と
。
山
車
の
背
後
か
ら
、
名
残
惜
し
み
つ
つ
去
り
ゆ

く
姿
を
眺
め
る
こ
と
か
ら
見
送
り
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

山
車
の
後
ろ
で
人
形
な
ど
を
載
せ
る
部
分
。
富
士
宮
は
二
層
の
鉾
台
。

迫
り
上
げ
る
方
法
は
滑
車
で
ロ
ー
プ
や
チ
ェ
ー
ン
を
使
う
手
動
式
と
、

電
動
式
と
が
あ
る
。
上
が
っ
た
鉾
台
は
幕
で
覆
わ
れ
る
。（
写
真
３−

34

〜
36
）

山
車
の
鉾
台
に
お
い
て
は
上
層
の
「
四
方
幕
」、
下
層
の
「
見
送
り
幕
・

後
幕
」
が
あ
り
、
囃
子
台
正
面
か
ら
左
右
の
上
方
に
回
す
「
水
引
幕
」、

せ
い
ご
台
に
掛
け
る
「
腰
幕
」
な
ど
が
あ
る
。

三
味
線
の
胴
の
よ
う
に
角
に
丸
み
が
つ
い
た
山
車
の
高
欄
の
下
部
な
ど

四
方
を
囲
む
飾
り
。

基き

壇だ
ん

や
縁
な
ど
の
周
囲
に
取
付
け
た
手
す
り
、
欄ら
ん

干か
ん

の
こ
と
。
端
の
反

り
曲
が
っ
た
刎は

ね

高こ
う

欄ら
ん
や
端
の
柱
に
玉
ネ
ギ
状
の
擬ぎ

宝ぼ

珠し

を
か
ぶ
せ
た
擬

宝
珠
高
欄
が
あ
る
。

祭
礼
用
具
で
あ
る
曳ひ
き

山や
ま
（
山
車
）
の
鉾ほ
こ

台
の
上
に
飾
ら
れ
る
も
の
で
、

神
の
依よ

り

代し
ろ

的
な
存
在
か
ら
近
年
で
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
に
な
っ

て
き
た
も
の
。

脇
障
子

せ
い
ご
台

囃
子
台

懸
　
魚

唐
破
風

破
　
風

鬼
　
板

車
　
輪

本
来
は
社
殿
な
ど
縁
の
行
き
止
ま
り
に
あ
る
板
障
子
の
こ
と
。
左
右
側
面
の

後
部
や
山
車
・
屋
台
の
前
後
部
を
区
画
す
る
所
に
立
て
た
仕
切
り
。

山
車
・
屋
台
の
土
台
（
腰
）
部
分
。
台
座
と
い
う
所
も
あ
る
。
囃
子
台

高
欄
下
か
ら
台
輪
（
土
台
）
の
間
で
腰
板
や
腰
幕
で
覆
う
も
の
も
あ
る
。

囃
子
方
が
祭
り
囃
子
を
演
じ
る
舞
台
。

妻
飾
り
の
一
種
。
破
風
の
頂
点
ま
た
は
そ
の
左
右
に
付
け
ら
れ
る
棟む
な

木ぎ

や
桁
の
端
を
隠
す
装
飾
を
施
し
た
板
。

中
央
部
は
弓
形
で
両
端
が
反
り
曲
が
っ
た
反
転
曲
線
状
の
破
風
。

屋
根
の
妻
の
部
分
に
つ
い
て
い
る
合
掌
形
の
装
飾
板
、
ま
た
は
そ
の
全

体
を
い
う
。
そ
の
形
に
よ
っ
て
唐
破
風
、
切
妻
破
風
な
ど
が
あ
る
。

棟む
ね

の
端
に
取
付
け
た
鬼
面
の
飾
り
で
、
山
車
・
屋
台
の
鬼
板
は
一
番
目

に
つ
き
や
す
い
所
に
あ
る
が
、
鬼
面
以
外
で
も
豪
華
な
も
の
が
多
い
。

木
製
の
車
輪
に
鉄
製
の
外
輪
を
焼
き
嵌ば

め
し
た
も
の
を
使
う
。
富
士
宮

に
は
、
三
輪
ま
た
は
四
輪
の
山
車
と
四
輪
の
屋
台
が
あ
る
。
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現
在
の
山
車
・
屋
台
の
大
き
さ

親名 区 種別 長さ（cm） 幅（cm） 高さ（cm） 高さ（cm）
含人形等 重量（t）

湧玉

湧 玉 大 中 里 山車 490 220 435 615 4.8

湧 玉 神 立 山車 400 300 470 530 3

湧 玉 貴 船 屋台 400 260 370 ー 2

湧 玉 琴 平 山車 380 270 530 620 4

湧 玉 神 賀 屋台 360 270 360 ー 1

湧 玉 高 嶺 組 屋台 400 350 600 ー 2

湧 玉 二 の 宮 山車 400 240 460 600 4

湧 玉 羽 衣 山車 360 265 420 570 2.2

湧 玉 福 地 立 組 山車 400 200 520 750 3.5

湧 玉 松 山 組 山車 300 280 350 430 2

湧 玉 宮 本 山車 340 230 464 570 2.2

磐穂

磐 穂 阿 幸 地 屋台 395 300 490 ー 4.5

磐 穂 浅 間 連 山車 367 262 430 560 3

磐 穂 神 田 組 山車 600 300 460 650 3

磐 穂 木 の 花 連 山車 428 234 465 796 5

磐 穂 城 山 組 山車 450 300 480 850 5

磐 穂 常 磐 連 山車 600 300 440 650 4

磐 穂 瑞 穂 組 山車 320 230 320 400 1.5

磐 穂 大 和 連 山車 350 270 450 715 2.7

咲 花 組 山車 430 250 406 613 2

表 3-8　山車・屋台の大きさ

写真 3-37　湧玉福地立組の山車

▲−−−−−−−−−−−　長さ　−−−−−−−−−−−▲ 　 ▲−−−−−　幅　−−−−−▲ 　

▲−−−−−−−−−−−−

高
さ

−−−−−−−−−−−▲

　

▲−−−−−−−−−−−−−−

高
さ（
含
人
形
な
ど
）−−−−−−−−−−−−−−▲
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c o l u m n

方
向
転
換
と
制
動

方
向
転
換
と
制
動

　
重
量
が
最
大
五
ｔ
も
あ
る
山
車
・
屋
台
を
操
り
曳
き
回
す
の
は
容
易
な

作
業
で
は
な
い
。
平
坦
地
を
曳
い
て
歩
く
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
問
題
は
な
い

が
、
交
差
点
で
の
方
向
転
換
や
Ｕ
タ
ー
ン
を
す
る
場
合
な
ど
は
舵か
じ
の
な
い
山

車
・
屋
台
は
梃て

子こ

棒ぼ
う
だ
け
で
は
大
変
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
湧
玉
宮
本
が
昭
和

五
七
年
（
一
九
八
二
）
に
後
輪
の
間
に
操そ
う
舵だ

輪り
ん
を
入
れ
、
後
輪
を
浮
か
せ
て

三
輪
で
車
体
を
回
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
後
、
各
区
の
山
車
・
屋
台
は
次
々

と
こ
の
方
法
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
床
下
に
取
り
付
け
ら
れ
た

ジ
ャ
ッ
キ
を
下
ろ
し
（
電
動
ま
た
は
手
動
で
）
車
体
を
浮
か
せ
て
回
す
方
法

も
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
磐
穂
瑞
穂
組
（
写
真
３−

38
）
や
磐
穂
神
田
組
（
写
真

３−

39
）
な
ど
の
よ
う
に
、
転
回
地
点
に
窪く
ぼ

み
の
つ
い
た
傾
斜
板
を
置
き
、

車
体
の
床
下
に
つ
い
た
突
起
物
（
車
輪
状
ま
た
は
球
体
）
を
乗
せ
、
車
体
を

浮
か
せ
て
回
す
方
法
を
採
用
し
て
い
る
区
も
あ
る
。
こ
の
方
向
転
換
方
法
は

早
期
か
ら
の
も
の
で
富
士
宮
独
特
だ
と
思
わ
れ
、「
チ
ャ
ン
チ
キ
」
と
呼
ん

で
い
る
。

　
近
年
各
地
の
山
車
・
屋
台
に
は
、
磐
穂
大
和
連
や
湧
玉
高
嶺
組
、
咲
花
組

の
よ
う
に
前
輪
に
舵
の
付
い
た
車
体
が
多
い
中
、
こ
の
「
チ
ャ
ン
チ
キ
」
と

呼
ば
れ
る
富
士
宮
方
式
は
貴
重
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
富
士
宮
市
は
坂
の
多
い
町
で
あ
る
。
磐
穂
城
山
組
や
磐
穂
阿
幸
地
、
湧
玉

琴
平
な
ど
傾
斜
地
に
立
地
し
て
い
る
区
で
は
、
山
車
・
屋
台
を
曳
い
て
浅
間

大
社
前
の
本
宮
共
同
催
事
に
参
加
す
る
た
め
に
急
坂
を
下
っ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
最
近
で
は
ハ
ン
ド
ル
や
ペ
ダ
ル
操
作
（
写
真
３−

40
）
で
の

ブ
レ
ー
キ
装
置
が
付
い
た
山
車
も
あ
る
が
、
昔
な
が
ら
の
機
械
を
使
わ
ず
人

力
の
み
で
制
動
を
か
け
て
い
る
山
車
も
あ
る
。
ひ
と
た
び
操
作
を
誤
る
と
大

変
な
事
故
に
つ
な
が
る
坂
下
り
は
か
な
り
の
慎
重
さ
を
要
す
る
。

　
山
車
の
前
で
土
台
に
梃
子
棒
を
当
て
な
が
ら
、
見
送
り
の
土
台
に
付
け
ら

れ
た
金
輪
か
ら
曳
き
綱
を
の
ば
し
て
数
人

が
か
り
で
後
方
に
曳
い
て
少
し
ず
つ
下
っ

て
い
く
（
写
真
３−

41
）。
た
だ
、
こ
こ
で

も
最
近
は
曳
き
手
の
減
少
で
坂
下
り
も
困

難
を
極
め
て
い
る
よ
う
だ
。

写真3-38　傾斜板を置いて突起
物の位置に合わせる（磐穂瑞穂組）

写真3-39　傾斜板の上に突起物
を乗せて山車を回す（磐穂神田組）

写真3-40　方向転換のハンドル
にブレーキペダル（磐穂大和連）

写真3-41　
（右) 前方は梃子棒を土台に
当て制動　

（上) 後方から綱を曳き、坂
を下る（磐穂城山組）

ブレーキペダルブレーキペダルハンドルハンドル
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山
車
・
屋
台
の
装
飾
　
ー
出
し
＝
人
形
と
造
り
物 

ー

　
山
車
・
屋
台
の
装
飾
で
一
番
目
に
つ
く
も
の
は
や
は
り
山
車
の
上
に
載
せ
ら
れ

た
人
形
や
造
り
物
で
あ
る
。
本
来
は
山
車
の
最
上
部
の
突
出
し
た
部
分
を「
出
し
」

と
い
い
、
神
を
招
く
標
示
物
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
移
る
に
つ
れ
偶
像
や
町
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
造
り
物
な
ど
も
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
多
く
は
戦
国
武

将
や
神
武
天
皇
な
ど
の
神
、
時
代
の
英
雄
や
神
話
・
お
伽と
ぎ

噺ば
な
し

の
動
物
な
ど
も
見
か

け
る
。
富
士
宮
ま
つ
り
の
山
車
一
六
台
の
内
、
こ
こ
で
は
六
台
の
み
を
取
り
上
げ

る
。

　
湧
玉
神
立
は
平
成
八
年
に
愛
知
県
高
浜
市
の
神
谷
良
一
氏
が
二
代
目
の
「
加
藤

清
正
」
を
制
作
し
た
（
写
真
３−

42
）。
翌
年
に
は
磐
穂
木
の
花
連
も
神
谷
良
一
氏

に
よ
っ
て
「
木こ
の

花は
な
之の

佐さ

久く

夜や

毘ひ

売め

命
の
み
こ
と

」
が
制
作
さ
れ
た
。

　
磐
穂
城
山
組
は
「
坂さ
か
の

上う
え
の

田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

」
を
京
都
市
の
井
筒
（
現（
株
）井
筒
）
で

制
作
し
た
（
写
真
３−

43
）。
井
筒
で
作
ら
れ
た
人
形
は
、
ほ
か
に
磐
穂
神
田
組
と

咲
花
組
の
も
の
が
あ
る
。
磐
穂
常
磐
連
の
「
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
」
は
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

（
岩い
わ

槻つ
き
区
）
の
川
崎
人
形
（
現（
株
）光
本
）
で
制
作
し
た
（
写
真
３−

44
）。
こ
の

よ
う
に
、
近
年
で
は
ほ
と
ん
ど
の
出
し
が
県
外
の
人
形
店
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
湧
玉
羽
衣
の
「
天
女
」
だ
け
は
現
在
唯
一
県
内
の
周し
ゅ
う

智ち

郡
森
町
の
亀

八
人
形
店
（
現（
有
）
人
形
工
房
亀
八
）
で
制
作
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３−

45
）。

か
つ
て
は
静
岡
や
浜
松
に
も
山
車
人
形
を
制
作
す
る
人
形
店
が
あ
っ
た
が
、
今
で

は
静
岡
県
内
よ
り
京
都
・
高
浜
・
岩
槻
へ
の
依
頼
が
多
く
な
っ
た
。

　
出
し
は
、
人
形
以
外
に
湧
玉
宮
本
の
「
諌か
ん
鼓こ

鶏ど
り
」
の
よ
う
な
竹
ヒ
ゴ
で
作
ら
れ

た
造
り
物
も
あ
る
（
写
真
３−

46
）。
こ
れ
は
、
山
梨
県
北ほ
く
杜と

市
に
工
房
を
構
え
る

竹ち
く

清せ
い

堂ど
う
二
代
目
田
中
清
氏
の
作
。
ま
た
磐
穂
浅
間
連
の
「
社
殿
」
は
、
工
芸
家
で

東と
う

照し
ょ
う

宮ぐ
う

技
術
顧
問
の
吉よ
し

原は
ら

北ほ
く

宰さ
い
氏
指
導
の
下
に
作
ら
れ
、
錺か
ざ
り

金
具
を
は
じ
め
重
厚

な
出
し
で
あ
る
（
写
真
３−

47
）。

写真 3-42　加藤清正
　　　　　（湧玉神立）

写真 3-44　素戔嗚尊
　　　　 　（磐穂常磐連）

写真 3-46　諌鼓鶏
　　　　 　（湧玉宮本）

写真 3-43　坂上田村麻呂
　　　　　 （磐穂城山組）

写真 3-45　天女
　　　　 　（湧玉羽衣）

写真 3-47　社殿
　　　　 　（磐穂浅間連）
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山
車
・
屋
台
の
装
飾
　
ー 

彫
刻
と
山
車
幕
・
提ち
ょ
う

灯ち
ん 

ー
　

　
山
車
・
屋
台
を
飾
る
も
の
は
出
し
（
人
形
・
造
り
物
）
の
ほ
か
に
、
彫
刻
や
山

車
幕
（
緞ど
ん

帳ち
ょ
う

）・
提
灯
な
ど
が
あ
る
。
提
灯
は
装
飾
と
い
う
よ
り
も
夜
祭
の
照
明

の
役
割
で
も
あ
る
が
、
彫
刻
と
幕
は
各
区
民
の
願
い
や
心
意
気
を
表
す
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
彫
刻
の
題
材
は
区
民
と
彫
刻
師
の
間
で
協
議
し
て
決
め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
祭

り
の
意
義
が
込
め
ら
れ
吉き
っ

祥し
ょ
う

を
表
す
動
物
・
植
物
や
故
事
説
話
な
ど
が
彫
ら
れ
る
。

中
で
も
鬼
板
・
懸
魚
に
は
四
霊
獣
と
言
わ
れ
る
「
龍
」「
鳳ほ
う

凰お
う

」「
麒き

麟り
ん

」「
霊れ
い

亀き

」

が
使
わ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
（
写
真
３−

48
・
49
）。

　
富
士
宮
ま
つ
り
の
山
車
・
屋
台
で
は
、
湧
玉
大
中
里
・
湧
玉
琴
平
・
湧
玉
福
地

立
組
・
磐
穂
阿
幸
地
・
磐
穂
神
田
組
・
磐
穂
木
の
花
連
・
磐
穂
城
山
組
・
磐
穂
常

磐
連
・
磐
穂
大
和
連
・
咲
花
組
の
一
〇
台
に
龍
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
鳳
凰
は
湧
玉

神
立
・
湧
玉
琴
平
・
湧
玉
福
地
立
組
・
湧
玉
宮
本
・
磐
穂
阿
幸
地
・
磐
穂
浅
間
連
・

磐
穂
城
山
組
・
磐
穂
瑞
穂
組
の
八
台
の
山
車
・
屋
台
の
正
面
に
見
ら
れ
る
。

　
龍
は
想
像
上
の
動
物
で
、
体
が
鱗う
ろ
こ

を
持
つ
蛇
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
水
中
や
地

中
に
す
み
、
時
に
は
空
中
を
飛
ん
で
稲
妻
を
放
ち
、
雨
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
た
。

龍
は
龍
神
や
龍
王
と
な
っ
て
神
格
化
さ
れ
、
日
本
の
水
神
信
仰
と
習し
ゅ
う

合ご
う

し
て
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う

を
も
た
ら
す
雲
や
雨
を
司
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。
ま
た
彫
刻
題
材
と
し

て
、
雲
や
浪
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
火ひ

伏ぶ
せ

（
防
火
）
の
意
味
も
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。

　
霊れ
い

鳥ち
ょ
う

の
代
表
格
と
言
わ
れ
る
鳳
凰
は
、
天
下
の
乱
れ
を
知
り
名
君
が
出
て
天
下

泰
平
な
れ
ば
鳳
凰
が
出
現
す
る
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
き
て
い
る
も
の
で
、
世
の

中
の
平
和
を
願
う
こ
と
で
彫
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
立
身
出
世
を
願
う
中
国
故
事
の
登
龍
門
（
鯉
の
滝
登
り
）
や
「
鶴

は
千
年
亀
は
万
年
」
と
言
わ
れ
る
長
寿
を
願
う
鶴
と
亀
、「
百
花
の
王
」
牡ぼ

丹た
ん
と

組
み
合
わ
せ
た
「
百
獣
の
王
」
獅し

子し

（
唐
獅
子
）
が
選
ば
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
そ
の
土
地
の
説
話
か
ら
の
も
の
も
あ
る
。
富
士
宮
市
は
富
士
山
本
宮
浅
間

写真 3-48　鬼板（湧玉高嶺組）写真 3-50　水引幕（咲花組）

写真 3-49　唐破風懸魚（咲花組）写真 3-51　見送り幕（湧玉二の宮）
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大
社
の
あ
る
ま
ち
で
、
や
は
り
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
命
と
富
士
の
巻
狩
り
で
有
名

な
源み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

に
関
連
し
た
テ
ー
マ
が
見
ら
れ
る
。

　
山
車
幕
（
緞
帳
）
に
は
、
囃
子
台
の
水
引
幕
（
写
真
３−

50
）、
せ
い
ご
台
に
回

す
腰
幕
と
、
山
車
の
後
部
鉾
台
を
覆
う
見
送
り
幕
（
後
幕
）（
写
真
３−

51
・
52
）

と
迫
り
上
げ
で
上
方
に
回
す
四
方
幕
（
写
真
３−

53
）
な
ど
の
種
類
が
あ
る
。
水

引
幕
に
つ
い
て
は
町
印
を
付
け
た
も
の
が
多
い
よ
う
だ
が
、
見
送
り
幕
や
四
方
幕

は
羅ら

紗し
ゃ

地じ

に
金
糸
銀
糸
な
ど
で
縫
い
取
ら
れ
た
見
事
な
刺し

繍し
ゅ
う

幕
が
見
ら
れ
る
。
見

送
り
部
分
に
は
区
名
（
町
名
）
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。

　
提
灯
は
夜
間
照
明
用
で
も
あ
る
が
、
今
で
は
火
災
の
心
配
も
な
く
長
期
間
使
用

で
き
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
使
わ
れ
て
い
る
。
山
車
・
屋
台
周
囲
で
使
わ
れ
る
も
の
は

左
右
一
対
正
面
に
取
り
付
け
る
「
桶お
け

型
提
灯
（
区
名
入
り
）」（
写
真
３−

54
）
と

迫
り
上
げ
や
囃
子
台
軒
下
に
吊つ
る
す
「
丸
型
提
灯
」（
写
真
３−
55
）、
手
に
下
げ
区

の
役
職
名
を
表
す
「
弓ゆ
み

張は
り
提
灯
」（
写
真
３−

56
）
の
ほ
か
、
竹
竿
の
先
に
取
り
付

け
て
高
く
掲
げ
る
「
高た
か

張は
り
提
灯
」
が
あ
る
。
こ
の
高
張
提
灯
は
、
二
本
一
対
で
行

列
を
先
導
し
、
富
士
宮
ま
つ
り
の
開
始
と
な
る
「
宮
ま
い
り
」
で
も
行
列
の
先
頭

に
立
ち
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
本
殿
前
に
整
列
す
る
（
写
真
３−

57
）。

写真 3-56　弓張提灯（磐穂木の花連）

写真 3-55　丸型提灯（磐穂瑞穂組）

写真 3-57　宮まいり　高張提灯 写真 3-53　四方幕（磐穂木の花連）

写真 3-52　見送り幕（湧玉貴船）
以前の「寿」の組名が見られる。

写真 3-54　桶型提灯（湧玉大中里）
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富
士
宮
の
彫
刻
師

　
神
社
や
寺
院
の
建
築
彫
刻
を
手
が
け
る
職
人
を
「
堂ど
う

宮み
や
彫
刻
師
」
と
い
う

が
、
こ
の
職
人
は
祭
り
の
山
車
・
屋
台
の
彫
刻
も
請
け
負
う
。
か
つ
て
は
全

国
に
幾
多
の
彫
工
系
統
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
職
人
を
輩
出
し
て
き
た
。

近
年
こ
の
世
界
も
機
械
化
が
進
み
、
安
価
な
欄ら

ん
間ま

彫
刻
が
市
場
に
進
出
し
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
時
間
と
費
用
の
か
か
る
「
手
彫
」
の
山
車
・
屋
台
彫
刻

は
な
か
な
か
敬
遠
さ
れ
が
ち
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
富
士
宮
ま
つ
り
の
山
車
・
屋
台
彫
刻
は
地
元
富
士
宮
市
内
の
彫
刻
師
が
現

役
で
彫
っ
て
い
る
。
そ
の
二
人
を
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
、
宮
原
の
坪
井
由ゆ

紀き

雄お

氏
。
父
親
の
故
正ま
さ
し

氏
に
師
事
し
親
子
で
木
の

花
区
（
写
真
３−

58
）、
城
山
区
の
彫
刻
を
手
が
け
た
。
最
近
で
は
、
三
代
目

の
亮
太
氏
と
共
に
平
成
三
〇
年
に
阿
幸
地
区
の
屋
台
で
腕
を
振
る
っ
た
（
写

真
３−

59
）。
こ
の
坪
井
正
氏
の
師
匠
は
富
士
市
本も
と

市い
ち
場ば

の
故
板
倉
聖せ
い

峯ほ
う
氏
で

あ
る
。
板
倉
氏
の
彫
物
は
神
田
区
や
咲
花
区
の
山
車
に
作
品
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
板
倉
氏
は
神
奈
川
県
湯ゆ

河が

原わ
ら
町
出
身
で
、
同
郷
で
富
士
市
水
戸
島
在

住
だ
っ
た
伊
藤
高た

か

芳よ
し
氏
に
師
事
し
た
。
伊
藤
氏
は
、
神
田
区
の
蔵
屋
敷
稲
荷

神
社
の
向こ

う

拝は
い
彫
刻
を
手
が
け
て
い
る
。

　
こ
の
伊
藤
氏
か
ら
続
く
富
士
・
富
士
宮
地
区
の
彫
工
系
統
は
東
都
（
江
戸
）

後
藤
流
か
ら
分
か
れ
て
き
た
も
の
で
江
戸
彫
工
の
正
統
派
と
も
言
え
よ
う
。

　
一
方
、
杉
田
の
塩
川
勇い

さ
む

氏
は
、
ど
の
系
統
に
も
属
さ
ず
単
独
で
そ
の
腕
を

磨
い
て
き
た
。
二
〇
歳
の
時
に
趣
味
で
木
彫
を
始
め
、
五
〇
歳
を
迎
え
る
手

前
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
区
切
り
を
つ
け
、
彫
刻
師
と
し
て
本
格
的
に
プ

ロ
生
活
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　
木
彫
に
憧
れ
堂
宮
彫
刻
師
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
岐
阜
県
高
山
市
の
高

山
祭
で
曳
か
れ
る
屋
台
彫
刻
で
谷
口
与よ

鹿ろ
く
の
「
伏
せ
籠
の
鶏
」
を
見
て
か
ら

だ
と
い
う
。
そ
の
繊
細
な
作
品
に
憧
れ
、
各
地
の
山
車
・
屋
台
を
事
細
か
に

撮
影
し
な
が
ら
研
究
を
重
ね
て
き
た
。
湧
玉
神
立
の
高
欄
下
に
そ
れ
が
見
ら

れ
る
（
写
真
３−

60
）。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
市
内
ほ
か
近
郊
の
社
寺
彫
刻
を

は
じ
め
、
三
〇
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
誇
る
。

　
富
士
宮
ま
つ
り
の
山
車・屋
台
で
は
故
郷
の
羽
衣
区
、
そ
れ
に
琴
平
区
（
写

真
３−

61
）
と
神
立
区
の
三
台
の
山
車
彫
刻
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
作
風
は
坪

井
氏
の
迫
力
あ
る
図
柄
と
は
異
な
り
、
塩
川
氏
の
優
し
い
性
格
を
見
る
よ
う

な
温
も
り
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。

　
両
氏
と
も
富
士
宮
生
ま
れ
で
現
在
も
生な

り
業わ
い
と
し
て
彫
刻
師
と
い
う
職
人
を

貫
い
て
は
い
る
が
、
現
在
で
は
仕
事
量
も
減
り
生
業
と
し
て
は
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
う
。
坪
井
氏
も
三
代
目
は
転
職
し
、
こ
の
世
界
も
後
継
者
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

写真3-58　胴の真向の龍
　　　　　（磐穂木の花連）

写真3-60　笑門来福 七福神
　　　　　（湧玉神立）

写真3-61　鬼板の龍・懸魚の鳳凰
　　　　　（湧玉琴平）

写真3-59　せいご台の力神
　　　　　（磐穂阿幸地）
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山
車
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と
形
状

　
山
車
の
建
造
過
程
を
、
湧
玉
福
地
立
組
の
『
山
車
建
造
記
念
誌
』
や
「
琴
平
区

山
車
改
造
経
過
報
告
資
料
」
お
よ
び
「
大
和
区
山
車
建
造
資
料
」
な
ど
か
ら
見
て

み
る
と
、
各
区
と
も
山
車
建
造
計
画
立
案
か
ら
完
成
ま
で
一
年
な
い
し
二
年
の
期

間
、
区
民
一
同
が
綿
密
な
計
画
を
立
て
建
造
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
湧
玉
福
地
立
組
で
は
、
昭
和
六
二
年
の
市
制
施
行
四
五
周
年
記
念
の
共
同
催
事

に
合
わ
せ
て
山
車
再
建
を
目
指
し
た
。
そ
の
協
議
を
始
め
た
の
は
昭
和
六
一
年

（
一
九
八
六
）
一
一
月
で
、
わ
ず
か
一
年
足
ら
ず
で
あ
っ
た
た
め
、
翌
年
三
月
以

降
は
き
っ
ち
り
と
仕
事
分
担
の
チ
ー
ム
を
作
り
細
密
な
計
画
を
立
て
た
。

　
湧
玉
琴
平
は
、
平
成
六
年
に
屋
台
を
山
車
に
改
造
し
た
。
昭
和
三
六
年
に
屋
台

を
建
造
し
て
い
た
が
、
山
車
を
新
造
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成

五
年
に
区
民
館
建
て
替
え
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
急
遽
屋
台
を
改
造
す
る
計
画
に

変
更
し
た
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
平
成
六
年
一
月
に
な
っ
て
か
ら
、
区
の
役
員
会

の
了
承
を
得
て
作
業
を
開
始
す
る
。
資
金
を
調
達
す
る
寄
付
募
集
、
富
士
宮
市
へ

の
補
助
金
申
請
か
ら
始
ま
り
、
既
存
の
屋
台
を
解
体
し
て
一
部
の
資
材
を
山
車
に

再
利
用
し
た
。
本
体
工
事
、
迫
り
上
げ
装
置
、
電
気
工
事
ほ
か
す
べ
て
地
元
業
者

に
発
注
し
た
。
そ
し
て
同
年
一
〇
月
三
〇
日
、
彫
刻
や
錺
金
具
、
緞
帳
（
山
車
幕
）

の
付
い
た
新
し
い
山
車
の
完
成
披
露
と
な
っ
た
。

　
磐
穂
大
和
連
に
お
い
て
は
、
昭
和
七
年
の
大
宮
町
大
火
に
よ
っ
て
屋
台
を
焼
失

し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
二
年
後
の
復
興
祭
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
山
車
を
建

造
し
た
。
そ
の
後
、
青
年
団
員
の
減
少
に
よ
り
曳
き
回
し
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
山
車
も
解
体
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
ほ
ど
祭
り
に
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
山
車
建
造
の
機
運
が
持
ち
上
が
り
、
平
成
二
年
頃

か
ら
具
体
的
な
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。
当
時
の
区
長
は
じ
め
建
設
委
員
が
毎
日

の
よ
う
に
意
見
交
換
を
繰
り
返
し
、
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
装
置
の
試
作
な
ど

試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
、
二
年
後
の
平
成
四
年
の
市
制
施
行
五
〇
周
年
に
間
に
合

わ
せ
た
。

　
例
と
し
て
三
区
の
山
車
建
造
経
過
を
略
記
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
ど
こ
も
区
民

一
同
の
協
力
体
制
が
必
須
で
、
市
内
の
業
者
と
区
内
の
職
人
が
そ
れ
ぞ
れ
中
心
と

な
り
造
り
上
げ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

ま
と
め

　
富
士
宮
ま
つ
り
の
文
献
資
料
は
少
な

い
な
が
ら
も
、
冒
頭
の
『
袖
日
記
』
や

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
咲
花
組
の

「
御ご

祭さ
い

禮れ
い

御お
か
通よ
い
」
か
ら
江
戸
時
代
末
期
に

は
浅
間
大
社
の
祭
礼
は
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
３−

62
）。

　
た
だ
山
車
・
屋
台
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
状
の
も
の
だ
っ
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
現
在
に
お
い
て
明
治
時
代
末
期
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
唯
一
の
資
料
と

い
え
る
。
そ
れ
を
見
る
限
り
、
迫
り
上
げ
（
二
重
鉾
台
）
の
あ
る
山
車
の
上
に
造

り
物
が
載
っ
て
い
る
。
人
形
が
載
る
山
車
の
登
場
は
『
神
田
区
誌
』
に
よ
る
と
昭

和
二
年
（
一
九
二
七
）
あ
た
り
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
湧
玉
松
山
組
の
山
車
は
明

治
四
四
年
に
沼
津
か
ら
購
入
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
人
形
が
あ
っ

た
の
か
定
か
で
は
な
い
。

　
付つ
け

祭ま
つ
り

か
ら
発
展
し
て
き
た
山
車
・
屋
台
の
曳
き
回
し
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら

関
東
一
円
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。そ
し
て
祭
礼
行
事
や
山
車
の
形
態
か
ら
見
て
も
、

富
士
宮
ま
つ
り
も
関
東
一
円
の
祭
り
の
流
れ
を
く
ん
で
い
る
。
前
述
の
「
琴
平
区

山
車
改
造
経
過
報
告
資
料
」
に
は
、
山
車
新
造
の
話
が
出
た
時
、「
特
に
川
越
の

山
車
の
印
象
が
強
い
」
と
あ
る
。
ほ
か
の
区
で
も
、
山
車
建
造
の
折
に
は
川
越
を

は
じ
め
浜
松
な
ど
、
山
車
見
学
を
重
ね
て
富
士
宮
の
山
車
が
造
ら
れ
て
い
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　
次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
現
在
の
富
士
宮
ま
つ
り
で
曳
か
れ
る
全
二
〇
区
の
山
車
・
屋

台
全
容
写
真
（
二
〇
二
三
年
撮
影
）
を
載
せ
る
。

写真 3-62　
天保 3 年御祭禮御通
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20

湧玉大中里湧玉大中里

湧玉貴船湧玉貴船

湧玉神立湧玉神立

湧玉琴平湧玉琴平
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湧玉神賀湧玉神賀

湧玉二の宮湧玉二の宮

湧玉高嶺組湧玉高嶺組

湧玉羽衣湧玉羽衣



231

湧玉福地立組湧玉福地立組

湧玉宮本湧玉宮本

湧玉松山組湧玉松山組

磐穂阿幸地磐穂阿幸地
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磐穂浅間連磐穂浅間連

磐穂木の花連磐穂木の花連

磐穂神田組磐穂神田組

磐穂城山組磐穂城山組
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磐穂常磐連磐穂常磐連

磐穂大和連磐穂大和連

磐穂瑞穂組磐穂瑞穂組

咲花組咲花組


